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山とともに生きる
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国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
26

年
法
律
第
43
号
）
が
施
行
さ
れ
、

平
成
28
年
か
ら
、８
月
11
日
は「
山

に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
山
の
恩

恵
に
感
謝
す
る
」
日
と
し
て
、
国

民
の
祝
日
「
山
の
日
」
と
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
民

の
祝
日
の
年
間
日
数
は
16
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

山
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
豊
か
な

自
然
を
次
世
代
に
残
す
。
そ
ん
な

思
い
が
込
め
ら
れ
た
「
山
の
日
」。

私
た
ち
は
、
山
と
ど
の
よ
う
に
向

き
合
い
、
ど
の
よ
う
に
共
生
し
て

い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
山
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て

も
、
世
界
中
の
ど
こ
に
で
も
あ
る

な
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
た
し
か
に

世
界
、
そ
し
て
日
本
に
は
た
く
さ

ん
の
山
が
あ
り
ま
す
し
、
私
た
ち

が
住
ん
で
い
る
矢
祭
町
に
も
た
く

さ
ん
の
山
が
あ
り
ま
す
。
当
た
り

前
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
山
で

す
が
、
私
た
ち
は
山
に
つ
い
て
ど

れ
く
ら
い
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
号
で
は
、
山
と
と
も
に
生

き
る
町
内
在
住
の
３
人
の
方
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。「
山
を
守
る

人
」、「
山
に
感
謝
し
て
い
る
人
」、

「
山
を
楽
し
む
人
」
そ
れ
ぞ
れ
山

を
よ
く
知
り
、
山
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
方
々
の
生
の
声
を
聞
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
山
に
つ
い
て
の
知

識
や
私
た
ち
の
生
活
に
ど
う
影
響

し
て
い
る
の
か
を
考
え
つ
つ
山
の

魅
力
に
迫
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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【特集】

山とともに生きる
～山を守り、山に感謝し、山を楽しむ人々～
8 月 11 日が「山の日」として制定され、本年度より新たな国民の祝日となりました。今回は、
「山の日」制定にちなんで、山とともに生きる人たちにお話を伺い、山の大切さや魅力などに
ついて考えます。

【特集】

山とともに生きる
～山を守り、山に感謝し、山を楽しむ人々～

１．東白川郡森林組合で作成・販売さ

れている椅子やテーブル　２．東白川

郡森林組合事務所入り口　３．東白川

郡森林組合事務所で働いている職員

のみなさん　４．東白川郡森林組合事

務所に隣接する建物の入り口に設置さ

れている看板

２

１

３ ４

Ｈ
ｉ
ｄ
ｅ
ｋ
ｉ
　
Ｓ
ｕ
ｚ
ｕ
ｋ
ｉ

鈴木英樹さん
東白川郡森林組合森林整備係長

Interview ①　山を守る

　山は、水源（水源涵養機能）を豊

かにし田畑を潤し・土砂災害（土砂

災害防止機能）を抑え、資源として

の木材生産や、キノコ等の林産物を

生産する場ともなっています。生物

多様性の保全や、人の心を癒してく

れるなど、人が生きる環境を守るた

めに様々な役割を果たしています。

　この様に私たちの生活の中で、欠

かせない多くの環境保全機能を維持

管理することが大切だと思います。

　森林組合では、高齢化に伴い森林

の管理が困難な所有者さんが増加し

ている中で、森林所有者の皆さんと

の間で長期の受委託を結び森林の維

持管理などを行い、森林所有者の整

備負担を軽減するために補助を活用

した間伐等を実施し森林所有者への

還元を行っています。森林整備を行

い環境保全機能を回復・維持してい

く活動が主な仕事です。

　山を守るためには、森林所有者の

皆さんが山に興味を持って頂く事、

目を向けて頂く事が一番だと思いま

す。まずは所有の森林が何処に有る

か、何が植えて有り・野草等何が生

えるかなど些細な所から目を向けて

頂ければ山に入る機会等が増え結果

的には山を守る事に繋がると思いま

す。

【すずきひでき】37 歳。下石井在住。趣味は

鮎釣り。

山
を
知
る

「
山
の
日
」
と
は
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開  催  日　10 月 2日（日）
時　　間　午前 6時～午後 6時
　　　　　ユーパル矢祭駐車場発着
場　　所　栃木県日光市
　　　　　「戦場ヶ原ハイキングコース」
参加対象　小学生以上で体力に自信のある方
　　　　　（＊小学生は保護者同伴とする）

募集人員　先着 100 名
参  加  費　一人５００円
申　　込　8月 31 日（水）までに参加申込書
　　　　　に参加費を添えて教育委員会生涯学
　　　　　習グループへ提出してください。
問い合せ　教育委員会生涯学習グループ
　　　　　☎ 46-2202

矢祭町ハイキング教室参加者募集

【さとうえいぞう】61歳。関岡在住。趣味は

山登り、ドライブ。

Ｅ
ｉｚ
ｏ
ｕ
　
Ｓ
ａ
ｔ
ｏ
ｕ

佐藤栄三さん
矢祭踏破の会会長

Interview ③　山を楽しむ

　山の楽しみはやはり登山だと私は

思います。自然を見ながら登り、登

頂したときの達成感は一度味わうと

やめられません。周りに山好きが多

く、若い頃に登山が趣味になりまし

た。子どもが生まれてからはなかな

か行く機会がありませんでしたが、

子育てが落ち着いてから再度登り始

めるようになりました。

　矢祭踏破の会は、60 代の方を中心

に「安全登山、無理はしない、無理

はさせない」の理念のもと登山を楽

しんでいます。登山は自然の大きさ

を肌で感じられるところが一番の魅

力です。

　テレビや映画の影響からか登山の

イメージは、遭難や転落など怖いイ

メージを持つ方もいると思います

が、登山は本当に楽しいものだとい

うことを知ってもらいたいです。ま

た、これから山に登ろうとしている

方は一人だけで登らず、経験者の方

にアドバイスをもらいながら登って

ください。そして、山に絶対ゴミを

捨てず、山をきれいに保つことが登

山者としてのマナーです。

　最後に、山を楽しむためには準備

が一番大切です。しっかりとした準

備をして一緒に登山を楽しみましょ

う。

　山は、私たち人間や様々な生き物

にとって必要不可欠なものだと思い

ます。水がきれいになるのは山や木

のおかげですし、酸素をつくってく

れているのは山に育つ木々の力で

す。他にも、山の中は癒しの空間を

生み出し、土砂崩れを防止し、原発

に代わるバイオマス発電をもたら

し、地球温暖化対策にも一役かって

くれています。私たちは、そんな緑

の資源に感謝し、山の存在を大事に

しなければならないと思います。

　田部林業での仕事は主に、山の木

を全て切り木を植えられるようにす

る地ごしらえ、新たな苗木を植える

植え付け、木の周りの不要な草を刈

る下刈り、ある程度育った木の周り

の草を刈る除伐、間隔を置いて悪い

木などを切る間伐、山の木を全て切

る皆伐のサイクルで山を再生させな

がら資源を得ています。そして、得

られた資源は皆さんの家の材料など

になっています。山の再生をしつつ

資源を得るという仕事は、派手なも

のではありませんがとてもやりがい

のある仕事だと感じています。

　このように、山は私たち人間のた

めに一番役立っているものだと思い

ますので、山の恩恵には感謝しなけ

ればと思います。

Interview ②　山に感謝する

Ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉｉｃ

ｈ
ｉ
　
Ｔ
ａ
ｂ
ｅ

田部寿一さん
（有）田部林業 代表取締役

【特集】

山とともに生きる
～山を守り、山に感謝し、山を楽しむ人々～

【たべとしいち】54歳。茗荷在住。趣味はド

ライブ、ガーデニング。

事業課産業グループ林業担当

藤田 由香里主任主事

１ ２

１．日本百名山が書かれた壁

掛け。赤丸がついているのは

栄三さんがこれまでに登った

名山の数々　２．登山の際に

最低限持っていく準備物 １ ２

１．チェーンソーを使っての伐倒　２．重

機（ハ―ベスタ―）による集材・造材

　

山
や
森
林
は
た
く
さ
ん
の
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。
雨
水
を
た
く
わ
え
、
お
い
し

い
水
を
作
り
、
木
の
実
や
山
菜
な
ど
食
べ

物
を
生
み
出
し
、
た
く
さ
ん
の
植
物
や
動

物
を
育
み
、
土
深
く
に
根
を
張
り
災
害
か

ら
私
達
を
守
り
、
気
温
を
適
度
に
保
ち
、

酸
素
を
生
み
、
ホ
コ
リ
を
吸
着
す
る
等
大

気
を
浄
化
し
、
私
達
の
住
ま
い
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
は
私
た
ち
が
生
活
す
る
た
め
に

と
て
も
大
事
な
役
割
で
す
。

　

矢
祭
町
は
町
の
面
積
の
約
８
割
が
森
林

で
す
。
家
や
田
畑
と
同
じ
よ
う
に
、
日
頃

か
ら
お
手
入
れ
を
し
な
い
と
あ
っ
と
い
う

間
に
荒
廃
し
、
役
割
が
十
分
に
果
た
せ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活

を
守
り
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も

力
を
あ
わ
せ
て
森
林
の
整
備
を
行
っ
た
り
、

資
源
を
大
切
に
使
う
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
山

に
目
を
向
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

林
業
担
当
者
コ
ラ
ム
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第
40
回
ポ
ン
プ
操
法
東
白
川
支
部
大
会

仲
間
と
共
に
歩
ん
だ
３
か
月

目
指
し
た
火
点
は
「
優
勝
」
の
２
文
字

た
ど
り
着
い
た
の
は
仲
間
と
の
「
絆
」
と
い
う
１
つ
の
財
産

絆

　

第
３
位　

矢
祭
町
消
防
団

　

第
４
位　

鮫
川
村
消
防
団

◆
個
人
賞

　

優
秀
選
手
賞　

第
14
班
４
番
員

　
　

鈴
木
貴
大
選
手

大
会
に
出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
７
月
31
日

（
日
）、
塙
町
立
塙
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
、
第
40
回
福
島
県
消
防

操
法
東
白
川
支
部
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
は
郡
内
４
町
村
の
各
消
防
団

が
集
ま
り
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
と

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
、
厳
し
い
訓
練
で
身
に
つ
け
た
技

術
を
競
い
合
い
、
見
事
な
操
法
協
議

を
展
開
し
ま
し
た
。

　

矢
祭
町
か
ら
は
、
第
14
班
（
中
石

井
）
と
第
15
班
（
下
石
井
）
が
出
場

し
ま
し
た
。生
業
を
持
ち
な
が
ら
も
、

５
月
か
ら
３
か
月
間
訓
練
を
重
ね
て

き
た
選
手
た
ち
が
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い
操

法
を
披
露
し
ま
し
た
。
大
会
の
結
果

は
次
の
通
り
で
す
。

【
大
会
結
果
】

◆
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　

優
勝　

塙
町
消
防
団

　

準
優
勝　

矢
祭
町
消
防
団

　

第
３
位　

棚
倉
町
消
防
団

　

第
４
位　

鮫
川
村
消
防
団

◆
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優
勝　

棚
倉
町
消
防
団

　

準
優
勝　

塙
町
消
防
団

▲自動車ポンプの部で準優勝した第14班（下石

井）の選手と町長、議長、本団役員

▲小型ポンプの部で３位となった第15班（中石

井）の選手と町長、議長、本団役員
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　今年度は、健診項目に
尿中塩分測定を追加しま
す。
　「尿中塩分測定」とは、
尿検査から、１日の食事
で摂取しているおおよそ
の塩分量を調べるもので
す。塩分を多く摂る生活

を続けることは『高血圧』
の原因となります。『高
血圧』は、脳梗塞や心筋
梗塞の発症に繋がる恐れ
があります。まだ若いか
ら大丈夫と思っていて
も、今の食生活は 20 年
後の自分の身体を作って

いるのです。
　矢祭町では、高血圧で
治療中の方が多い状況で
すので、若いうちから予
防が必要です。自分がど
のくらい塩分を摂ってい
るか、健診を受けて確か
めてみましょう。

健康情報

　

平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
の
受
診
状

況
は
、
表
１
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

　

65
歳
以
上
に
な
る
と
男
女
と
も
、
国

が
目
標
と
し
て
い
る
60
％
以
上
の
方
が

受
診
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
よ

り
若
い
年
齢
で
は
、
男
女
と
も
受
診
率

が
低
く
、
特
に
45
〜
49
歳
の
男
性
は

20
．
６
％
と
最
も
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
若
い
年
齢
の
方
々
は
、
生
活
習
慣

病
に
対
す
る
リ
ス
ク
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

若
い
年
齢
の
受
診
率

　

平
成
27
年
度
の
健
診
受
診
者
の
有
所

見
者
の
状
況
は
、
表
２
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

40
代
で
も
、
血
管
を
傷
つ
け
る
検
査

項
目
で
あ
る
糖
（
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
）
の
検

査
で
は
、
受
診
者
の
26
．
５
％
と
４
人

に
１
人
以
上
の
有
所
見
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
の
た

め
に
も
、
40
歳
代
か
ら
の
毎
年
の
受
診

で
、
そ
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
な
い

か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

40
歳
代
で
も
み
ら
れ
る

有
所
見
者

表 1　平成 27年度特定健診受診状況

年齢 男性（受診率：％） 女性（受診率：％）
40～44歳 45.5 47.1
45～49歳 20.6 31.0
50～54歳 40.0 45.2
55～59歳 44.7 52.9
60～64歳 52.5 62.3
65～69歳 53.9 66.7
70～74歳 60.3 65.9

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
☎
４
６
‐
２
９
０

７
／
町
民
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ
☎

４
６
‐
４
５
７
３

問
い
合
わ
せ

保健師からのお知らせ

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

Health information

８
月
８
日（
月
）か
ら
、平
成
28
年
度
の
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

矢
祭
町
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
受
診
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

月 日 曜日
受付時間：午前７時３０分～午前９時３０分

対　象　地　区 会　　　　　場

８月

8日 （月） 追分・馬渡戸・高野谷地地区 追分地区多目的集会所

9日 （火） 宝坂地区 宝坂構造改善センター

10日 （水） 茗荷・内川・真木野地区 旧内川小学校体育館

12日 （金） 下関河内地区 下関河内多目的集会施設

19日 （金） 上関河内・大垬地区 上関河内健康ふれあい館

21日 （日） 戸塚・金沢・山野井地区 矢祭町体育センター

22日 （月） 関岡・高山地区 高城構造改善センター

23日 （火） 中石井地区 旧石井小学校体育館

24日 （水） 下石井地区 農村集落多目的共同利用施設（下石井）

25日 （木） 舘本・桃木町・上野内地区 矢祭町山村開発センター

26日 （金） 石田・小田川地区 矢祭町山村開発センター

表３　平成 28年度特定健康診査及び各種がん検診日程表

　

今
年
度
の
健
診
会
場
は
、
表
３
の
と

お
り
で
す
。
町
内
の
ど
こ
の
会
場
で
も

受
診
は
で
き
ま
す
の
で
、
自
分
の
都
合

に
あ
わ
せ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
受

付
時
間
は
午
前
７
時
30
分
か
ら
９
時
30

分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

ど
こ
の
会
場
で
も

受
診
で
き
ま
す

表２　特定健診有所見者状況（平成 27年度）

年代 摂取エネルギーの過剰 血管を傷つける メタボ以外の
動脈硬化要因

腹囲 BMI 中性脂肪 ALT HDL 空腹時血糖 HbA1c 収縮期血圧 拡張期血圧 LDL

男85㎝以上
女90㎝以上 25以上 150以上 31以上 40未満 100以上 5.6以上 130以上 85以上 120以上

総数 32.9％ 30.5％ 22.1％ 16.4％ 5.9％ 44.4％ 57.0％ 45.5％ 17.2％ 52.9％

40代 23.5％ 29.4％ 14.7％ 14.7％ 5.9％ 8.5％ 26.5％ 11.8％ 8.8％ 50.0％

50代 39.0％ 38.1％ 28.6％ 24.6％ 5.7％ 38.1％ 47.6％ 36.2％ 25.7％ 59.0％

60代 31.7％ 30.2％ 22.8％ 17.4％ 6.3％ 48.5％ 59.0％ 48.5％ 18.9％ 53.3％

70～74 33.1％ 25.5％ 18.1％ 9.0％ 5.4％ 47.6％ 65.1％ 52.4％ 10.2％ 48.8％
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７
月
17
日
（
日
）、
東
舘
字
山
野

井
に
鎮
座
す
る
八
雲
神
社
祭
典
「
第

二
百
二
回
天
王
祭
」
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
典
当
日
は
、
東
舘
地
区
内
を
華

や
か
な
山
車
が
、
太
鼓
の
音
を
町
内

に
響
か
せ
巡
業
し
、
沿
道
に
は
巡
業

を
見
よ
う
と
多
く
の
人
が
集
ま
り
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
舘
駅
前
駐
車
場
で
は
よ

さ
こ
い
の
雄
大
な
演
舞
や
フ
ラ
ダ
ン

ス
の
華
麗
な
踊
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
さ
れ
、
天
王
祭
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

10

1. 山野井地区の山車と山車を
引く地域の方　２．東舘囃子
会の山車　３．「浦安の舞」を
踊る子どもたち　４．東舘の
御仮屋を飛び出した神輿　５．
午前中の巡業の先頭　６．午
前の巡業で神輿を担ぐ担ぎ手
　７．東舘青年会の山車と竹
笛を吹く会員　８．神輿を先
導する太鼓を乗せたリアカー
　９．商工会青年部の山車　
10. 天王祭に参加した地域の
子どもたち　11. 東舘駅前駐
車場で行われたフラダンス
12. 東舘駅前で盛り上がりを
見せた神輿

八
雲
神
社

　
　

  
祭
典

第
二
百
二
回
天
王
祭

１

９ ５

２

６ ３

４８

７

10

11

12



さいとうたかお●昭和
25年 2月生まれ。66歳。
大垬在住。担当地区は上
関・大垬。趣味は狩猟、
釣り。好物は酒。

農業委員会委員

齊藤　隆夫

PROFILE

農業委員会だよりAgriculture Committee News Letter
ＹＯＳＨＩＯ

　
ＭＡＴＳＵＮＡＧＡ 

まつながよしお●昭和
29年 1月生まれ。62歳。
中石井在住。担当地区は
中石井。趣味は旅行、読
書。好物はラーメン。

農業委員会副会長

松永　芳雄

PROFILE

　

私
の
地
元
大
垬
地
区
で
は
、
平
成

12
年
か
ら
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
第

３
期
対
策
終
了
迄
は
地
区
全
体
（
約

19
・
２
ha
、
39
名
）
で
活
動
し
て
き

ま
し
た
が
、
高
齢
化
・
後
継
者
不
足

に
伴
い
一
部
地
域
に
お
い
て
は
、
協

定
事
業
の
十
分
な
達
成
が
危
ぶ
ま
れ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
一
般
的
な
取
り

組
み
で
あ
る
八
割
単
価
地
区
と
、
よ

り
先
進
的
な
取
り
組
み
と
な
る
十
割

単
価
地
区
と
に
分
か
れ
て
の
事
業
継

続
を
図
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
27
年

か
ら
は
、
大
垬
下
集
落
と
大
垬
上
集

落
と
に
分
か
れ
て
の
協
定
締
結
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
地
区
の
協
定
で
は
、
水
路
の
管

理
や
堰
上
げ
は
協
定
参
加
者
全
員
で

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
主
に
土
砂

等
の
除
去
を
し
て
お
り
ま
す
。
一
方

圃
場
の
草
刈
は
、
個
人
毎
に
定
期
的

に
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
農
道
の
簡
易
補
修
や
、
梅

雨
、
台
風
等
の
降
雨
後
の
見
回
り
、

そ
の
他
の
目
的
達
成
に
必
要
な
こ
と

を
集
落
の
一
人
一
人
が
お
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
巡
る
環
境
は
色
々
と
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
取
組
を
通

じ
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
形
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

〜
地
元
の
取
り
組
み
〜

大
垬
地
区
の
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度

　

農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、
今

年
の
４
月
１
日
公
選
制
か
ら
市
町
村

長
に
よ
る
任
命
制
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
町
農
業
委
員
は

11
人
体
制
と
な
り
、
新
た
に
10
名
の

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
年
々
増
加
す
る
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消
、
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
、
集
約
化

や
新
規
農
業
者
の
促
進
等
が
主
な
ね

ら
い
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
踏
ま
え
た

対
策
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
ま
で
の
農
家
の
形
態
と
い
え

ば
、
専
業
農
家
、
第
１
種
兼
業
農
家

が
中
心
で
、
米
、
蒟
蒻
、
タ
バ
コ
、

き
ゅ
う
り
等
を
作
っ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
、
蒟
蒻
畑
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
大
き
な
会
社
が
地
方
に
も
進
出

し
、
勤
務
し
な
が
ら
の
農
業
と
な
り

ま
し
た
。
米
と
自
家
野
菜
程
度
を
作

付
し
て
い
ま
す
が
、
米
の
販
売
価
格

が
年
々
安
く
な
り
、
山
際
の
水
田
は

耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
拍

車
を
か
け
て
い
る
の
が
原
発
で
あ
り

ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
先
行
き
次
第
で
は
、
今

後
、
年
々
関
税
が
撤
廃
さ
れ
厳
し
い

状
況
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
国
内
の
販
売
ば
か
り
で
な
く
、
農

協
等
を
通
じ
た
海
外
輸
出
を
視
野
に

入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
町

農
業
振
興
の
た
め
、
農
協
等
と
連
携

を
と
っ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
業

　４月の新体制になってから２回目

の農業委員会だよりです。新体制で

は新たに「広報担当委員」が設置さ

れることとなりました。今回、その

第一弾として取材記事を掲載してい

ます。より身近な話題を盛り込んで

いきたいと思いますので、取り上げ

て欲しい記事など、ご意見ありまし

たら農業委員会事務局までお寄せく

ださい。

編集後記

　

増
子
さ
ん
一
家
は
、
40
年
前
か

ら
両
親
が
原
木
し
い
た
け
生
産
を

行
い
、
肉
厚
の
美
味
し
い
生
し
い

た
け
を
生
産
し
て
経
営
も
安
定
し

て
い
ま
し
た
。
平
成
21
年
に
は
、

日
推
連
の
入
札
会
で
全
国
最
高
値

を
マ
ー
ク
し
た
こ
と
も
あ
り
、
一

家
は
自
信
を
深
め
て
い
た
と
、
そ

の
頃
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
23
年
３
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
経
営

的
な
危
機
的
状
況
を
味
わ
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
風
評
被
害
は
大

き
な
壁
と
し
て
立
ち
ふ
さ
が
り
、

家
族
全
員
で
涙
を
流
し
、
子
供
達

に
も
辛
い
思
い
を
さ
せ
た
と
い
い

ま
す
。

　

幸
い
に
し
て
、
生
産
し
た
し
い

た
け
の
放
射
性
物
質
の
検
査
結
果

は
ク
リ
ア
し
て
い
た
の
で
「
こ
れ

を
加
工
し
て
商
品
化
す
れ
ば
」
と

考
え
、加
工
か
ら
販
売
方
法
ま
で
、

ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
を
し
て
い
く
こ

と
を
決
意
。
加
工
所
の
開
設
か
ら

商
品
開
発
、
販
路
の
開
発
と
で
き

る
こ
と
は
何
で
も
や
っ
た
、
無
我

夢
中
で
今
日
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
と
話
し
ま
す
。

　

増
子
さ
ん
の
商
品
は
、
し
い
た

け
と
地
元
の
野
菜
（
ご
ぼ
う
・
青

唐
辛
子
・
生
姜
等
）
を
コ
ラ
ボ
し

た
も
の
が
主
体
で
、
す
り
え
ご

ま
、
蒸
し
大
豆
、
長
芋
醤
油
付
け
、

ご
ぼ
う
茶
、
し
い
た
け
ピ
ク
ル
ス

な
ど
の
風
味
を
生
か
し
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。
現
在
、
商
品
化

し
た
も
の
は
26
ア
イ
テ
ム
に
の
ぼ

り
、
常
に
研
究
を
怠
ら
ず
、
新
商

品
開
発
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま

す
。
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
深
夜

ま
で
研
究
す
る
こ
と
も
度
々
だ
と

の
こ
と
。

　

最
も
お
奨
め
商
品
は
と
聞
く

と
「
旨
し
ょ
う
ゆ
の
素
」
と
の
答

え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
登
録
商

標
も
取
得
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
逸

品
で
、
ス
ラ
イ
ス
し
た
干
し
い
た

け
や
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
を
詰
め
た
瓶

に
、
購
入
者
自
信
が
醤
油
を
注
ぎ

入
れ
れ
ば
美
味
し
い
「
旨
し
ょ
う

ゆ
」
が
完
成
し
ま
す
。
何
度
も
使

え
て
お
得
感
も
高
く
、
し
い
た
け

の
旨
味
を
手
軽
に
繰
り
返
し
味

わ
っ
て
頂
け
た
ら
う
れ
し
い
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

広
報
担
当
委
員　

松
本
義
勝

ガンバっている人おじゃまします

山のごちそう本舗　
代表取締役社長　増子正代さん
　矢祭町大字茗荷字歯朶平 67-1
　電話　0247-46-3872
　http://mashiko-ya.com/

●商品の注文は、電話、メール、FAXのほか、ネッ
　トショップでも可能とのこと。詳しくはホーム
　ページで確認してください。

店舗紹介

1213



ネイル、美容関係の資格をたくさん取りたいです。

自分のお店を持つことです。

海外ドラマを見ることが好きです。

子育て支援が充実しているところです。

町内の公園のメンテナンス（草刈りなど）をしてほし
いです。また、町経営のテナントを作ってもらえたら
と思います。

家庭と仕事を上手く両立しながら、夢を叶えるために
頑張ります。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
自
分
の
お
店
を
持
つ
こ
と
が
夢

増子　彩香さん

Ａ
ｙ
ａ
ｋ
ａ
　
Ｍ
ａ
ｓ
ｈ
ｉｋ
ｏ

ましこあやか● 25 歳・関岡在住

メッセージ

from結婚支援室（26）

message

次は塙秀樹さん（東舘）の予定です。

No.29

　　

町
内
の
俳
句
仲
間
で
結
成
さ
れ

て
い
る
ふ
き
の
芽
句
会
の
会
長
を

務
め
る
中
石
井
在
住
の
鈴
木
良
夫

さ
ん
。
会
長
職
は
平
成
20
年
か
ら

現
在
ま
で
８
年
務
め
て
い
ま
す
。

良
夫
さ
ん
が
入
会
し
た
の
は
平
成

12
年
。
近
所
に
住
む
俳
句
好
き
の

方
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
そ
う
で
、
そ
れ
以
来
俳
句
が
趣

味
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

俳
句
と
は
、
季
節
を
表
す
季
語

と
い
う
言
葉
が
入
っ
た
五
・
七
・
五

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。「
季
語
に
は

松
尾
芭
蕉
の
時
代
か
ら
数
え
て
約

２
万
語
あ
り
、
私
は
季
語
が
９
千

語
程
納
め
ら
れ
て
い
る
俳
句
歳
時

記
と
い
う
参
考
書
を
手
本
に
し
な

が
ら
俳
句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。」
と

良
夫
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

ふ
き
の
芽
句
会
は
現
在
70
代
か

ら
90
代
ま
で
の
８
人
が
在
籍
し
、

毎
月
１
回
１
人
５
句
を
詠
み
そ
れ

ぞ
れ
の
句
を
選
句
し
て
い
ま
す
。

「
句
会
は
俳
句
を
や
る
人
た
ち
の
品

評
会
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
自
分

が
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
り
審
判
員
で

も
あ
り
ま
す
ね
。」
と
良
夫
さ
ん
は

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
俳

句
の
醍
醐
味
に
つ
い
て
良
夫
さ
ん

は
「
自
分
が
受
け
た
感
動
や
感
情

を
短
い
文
章
で
い
か
に
表
現
で
き

る
か
で
す
ね
。
他
の
人
の
句
に
対

す
る
感
動
や
気
づ
き
も
醍
醐
味
の

ひ
と
つ
で
す
。
そ
し
て
、
俳
句
を

や
っ
て
い
る
人
は
常
に
勉
強
を
し

て
い
る
と
言
え
ま
す
。
年
を
と
っ

て
も
勉
強
に
な
る
こ
と
が
楽
し
み

に
な
り
ま
す
ね
。」
と
俳
句
の
魅
力

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
良
夫
さ
ん
は「
俳

句
は
世
界
的
文
学
に
な
っ
て
い
ま

す
。
上
手
い
下
手
は
気
に
せ
ず
、

矢
祭
の
人
た
ち
と
五
・
七
・
五
で
言

葉
遊
び
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。」
と
俳
句
を
通
し
て
の
交
流
を

願
い
今
日
も
１
句
詠
み
あ
げ
ま
す
。

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

第２回「出逢い & ふれあい会」
　首都圏女性と地元男性のマッチング
　を開催します。
日時　9 月 10 日（土）～ 11 日（日）
会場　泉崎カントリービレッジ
人数　男女各 30 人
　　　（一泊二日で参加できる方）

詳しくは結婚支援室まで。
ＴＥＬ 0247-46-4884

●町への要望はありますか？

イベントのお知らせ

筆ペンで流れるように書かれた達筆な文字で、作っ
た俳句を清書する良夫さん。

俳
句
を
詠
む
人
は
常
に
勉
強
中

年
を
と
っ
て
も
勉
強
に
な
る
こ
と
が
楽
し
み

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.29 －

鈴
木
良
夫
さ
ん

PROFILE
【すずきよしお】75歳。中石井在住。趣
味は俳句、ゴルフ。モットーは「自由を大
切にして、社会のために頑張る」

　

結
婚
支
援
室
で
出
会
っ
た
カ
ッ

プ
ル
が
入
籍
い
た
し
ま
し
た
。
本

当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
人
が
出
会
っ
た
き
っ
か
け

は
、
結
婚
支
援
室
の
登
録
制
度
に

よ
る
も
の
で
し
た
。
男
性
の
方
は

「
登
録
を
し
て
い
た
の
で
、
機
会

が
あ
れ
ば
会
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。」
ま
た
女
性
の
方
は
「
写
真

を
見
て
、
笑
顔
が
ス
テ
キ
な
人
で

会
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」

と
話
し
ま
す
。「
会
っ
て
み
た
ら

写
真
で
の
印
象
よ
り
良
か
っ
た
で

す
。」
と
実
際
に
会
っ
た
印
象
も

お
互
い
に
好
印
象
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

そ
ん
な
二
人
か
ら
「
結
婚
支
援

室
が
あ
っ
た
か
ら
私
た
ち
は
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
婚
を

考
え
た
時
に
相
談
で
き
る
場
所
が

あ
り
、
話
を
聞
い
て
も
ら
い
、
助

言
を
も
ら
え
た
こ
と
に
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。」
と
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

結
婚
支
援
室
で
は
、
お
見
合
い

の
た
め
の
紹
介
や
相
談
な
ど
を
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

お
二
人
の
よ
う
に
、
結
婚
支
援
室

か
ら
の
出
会
い
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
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Library Inform
ation

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
８
月
の
イ
ベ
ン
ト

親
子
俳
句
ス
ク
ー
ル
…
８
月
７
日
（
日
）
午
前

　

10
時
〜
正
午
▼
矢
祭
町
総
合
案
内
施
設
周
辺

　

を
歩
い
て
、
親
子
で
俳
句
を
作
り
ま
す
。

矢
祭
読
書
の
日
…
８
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時

　

〜
正
午
▼
第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日
。
お
近

　

く
の
文
庫
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

手
づ
く
り
絵
本
教
室
…
８
月
28
日
（
日
）
午
後

　

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
▼
矢
祭
町
中
央

　

公
民
館
に
て
、
製
本
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
研
修
会
…
８
月
23
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
▼
「
心
を

　

つ
な
ぐ
読
み
聞
か
せ
」
と
し
て
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読

　

書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
越
高
一
夫
さ
ん
を
講
師

　

に
お
迎
え
し
、
研
修
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

を
開
催
し
ま
す
。

【
今
月
の
コ
ー
ナ
ー
】

　

夏
休
み
の
宿
題
に
役
立
つ
「
自
由
研
究
、
読

　

書
感
想
文
の
本
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
図
書
は
貸
出
し
で
き

　

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

　

い
。

【
そ
の
他
】

　

現
在
、
第
８
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル

　

作
品
募
集
中
で
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
応
募
を

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
月
の
休
館
日

　

８
月
１
日
（
月
）、
８
月
８
日
（
月
）、
８
月

　

15
日（
月
）、８
月
22
日（
月
）、８
月
29
日（
月
）

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
☎

　

４
６
‐
４
６
４
６

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

郭
公
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
遠
ざ
か
る

こ
の
先
に
滝
が
現
わ
る
五
月
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

柳
子

隔
世
や
塩
谷
岬
に
舞
ふ
ひ
ば
り

新
ジ
ャ
ガ
を
労
り
し
つ
つ
掘
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

夏
座
敷
生
家
に
入
る
山
の
風

捩
花
や
思
い
は
風
に
奪
わ
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

葦よ
し
き
り切
や
ホ
ー
ム
老
人
ひ
る
ね
時

掛
時
計
止
り
し
ま
ま
に
暑
さ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
見　

ふ
ゆ

眼
の
中
に
こ
ろ
ぶ
捷
毛
や
大
西
日

子
燕
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
取
ら
る
美
容
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
た
つ
江

天
寿
と
は
こ
の
静
け
さ
や
竹
落
葉

絵
扇
の
花
の
桔
梗
を
た
た
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

ど
の
竹
も
跼こ
ご

み
て
揺
ら
ぐ
梅
雨
の
雷

送
電
線
撓た
わ

み
弛ゆ
る

み
て
越
ゆ
青あ
お
ね嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

正
則

３
歳
児
健
診
の
虫
歯
な
し
は

10
人
中
９
人
で
し
た

鈴木雄
ゆうと

翔くん 新海櫻
おうか

華くん増子唯
いつき

月くん都丸瑞
みずき

生くん鈴木千
ちさと

里ちゃん

菊池流
る り な

吏楠ちゃん金澤心
ここな

菜ちゃん熊田詩
しおり

織ちゃん植田結
ゆ な

菜ちゃん

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
の
更
新

新しい被保険者証

対
象
住
宅　

町
内
に
存
在
す
る
木
造
住
宅

　

で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

　

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅

　

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

　
　

れ
た
住
宅

　

③
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
お
よ

　
　

び
枠
組
壁
工
法
な
ど
に
よ
る
３
階
建

　
　

て
以
下
の
住
宅

　

④
過
去
に
本
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断
を

　
　

受
け
て
い
な
い
住
宅

申
込
方
法　

次
の
書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ

　

い

　

①
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
申
込
書

　

②
付
近
見
取
り
図

　

③
各
階
平
面
図

　

④
着
工
時
期
が
確
認
で
き
る
資
料

　

⑤
納
税
証
明
書

　

⑥
世
帯
全
員
の
住
民
票
謄
本

　

⑦
図
面
等
の
書
類
が
不
足
す
る
場
合
は
、

　
　

担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

申
込
期
限　

平
成
28
年
10
月
31
日
（
月
）

募
集
戸
数　

２
戸

診
断
費
用
（
個
人
負
担
）　

６
千
円

そ
の
他　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
建

　

築
年
次
の
古
い
順
お
よ
び
必
要
と
考
え

　

る
木
造
住
宅
を
優
先
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

事
業
課
事
業
グ
ル
ー
プ
☎

　

４
６-

４
５
７
７

対
象
住
宅　

町
内
に
存
在
す
る
木
造
住
宅

　

で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

　

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅

　

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

　
　

れ
た
住
宅

　

③
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
お
よ

　
　

び
枠
組
壁
工
法
な
ど
に
よ
る
３
階
建

　
　

て
以
下
の
住
宅

　

④
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
そ
の
基

　
　

準
未
満
の
住
宅

　

⑤
補
助
金
交
付
決
定
年
度
に
、
耐
震
改

　
　

修
工
事
が
完
了
す
る
も
の

申
込
方
法　

次
の
書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ

　

い

　

①
補
助
金
交
付
申
請
書

　

②
付
近
見
取
り
図
、
配
置
図
、
平
面
図
、

　
　

基
礎
伏
図
、
耐
震
補
強
詳
細
図

　

③
工
事
着
工
前
の
写
真

　

④
木
造
住
宅
耐
震
診
断
報
告
書
の
写
し

　

⑤
見
積
書
の
写
し

　

⑥
実
施
計
画
時
の
耐
震
計
算
書

　

⑦
建
築
士
免
許
の
写
し

　

⑧
納
税
証
明
書

申
込
期
限　

平
成
28
年
10
月
31
日（
月
）（
先

　

着
順
）

支
援
内
容　

改
修
方
法
（
一
般
、
簡
易
、
部

　

分
）
に
応
じ
て
、
35
万
円
か
ら
１
０
０
万

　

円
を
上
限
と
し
て
、
工
事
費
用
の
２
分
の

　

１
以
内

問
い
合
わ
せ　

事
業
課
事
業
グ
ル
ー
プ
☎

　

４
６
‐
４
５
７
７

町では、木造住宅耐震診断者派遣事業、

木造住宅耐震改修支援事業を行っています。
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
８
月

１
日
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者

証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る

被
保
険
者
証
は
回
収
を
し
て
い

ま
す
。
お
手
数
で
す
が
役
場
町

民
福
祉
課
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
な
お
、
新
し
い
被
保
険
者

証
の
色
は
薄
い
ピ
ン
ク
と
な
り

ま
す
。

交
付
年
月
日　

平
成
28
年
８
月

　

１
日

有
効
期
限　

平
成
29
年
７
月
31

　

日
問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
健

　

康
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
３

※町が発注した、予定価格が 130 万円を超える工事の入札結果です。

入
札
結
果

工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

平成28年度矢祭町山村開発セ
ンター改修工事

平成 28 年
７月１日

（31,257,360 円）
30,240,000 円

藤田建設工業（株）
代表取締役社長　藤田　光夫

小 田 川 字
春 田 地 内

平成 28 年 7月 1日～
平成 28 年 11 月 30 日

平成28年度矢祭小学校太陽光
発電設備工事

平成 28 年
７月１日

（33,611,760 円）
32,940,000 円

藤田建設工業（株）
代表取締役社長　藤田　光夫

東  舘  字
下上野内地内

平成 28 年 7月 4日～
平成 28 年 11 月 30 日

耐
震
診
断

耐
震
改
修



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

講師の人権擁護委員と人権教室の授業を受ける矢祭中生

　７月６日（水）、やまつりこども園遊戯室で七夕
会が開催されました。保育部、幼児教育部の園児が
集まり七夕の由来や伝説を聞き、七夕にちなんだ歌
を歌いました。また、遊戯室内には大きな七夕飾り
が設置され、園児たちの願いが書かれた短冊が飾ら
れていました。

プランターを受け取る矢祭小学校児童

　６月３０日（木）、矢祭中学校で人権擁護委員を
講師に迎え、人権教室の授業が行われました。各学
年５０分ずつの授業内で、基本的人権についてや人
権擁護委員の活動内容などが説明された後、全国中
学生人権作文コンテストに入賞した作品の朗読が行
われました。

七夕の歌を歌う園児たち

　町が展開しているこんにゃくの里復活を目指した
「一畝一大プロジェクト」事業の一環として、７月
５日（火）にこんにゃくを定植したプランターの贈
呈式が行われました。プロジェクトメンバー代表の
片野盛好さんからやまつりこども園に６個、矢祭小
学校に５個がそれぞれ贈られました。

人権尊重の意識をもって
▶矢祭中学校人権教室

一日早い七夕会
▶やまつりこども園七夕会

こんにゃくの里復活へ
▶こんにゃくプランター贈呈式

第 8期子ども司書と開講式に列席された来賓の方々

キビタンと親子で記念撮影

　７月２３日（土）午後４時より、やまつりこども
園庭で保護者会による親子おたのしみ会が開催され
ました。かき氷やヨーヨーすくいなどのコーナーが
設置され、園児たちは家族と一緒に会食しながら楽
しみました。午後７時には終わりの会を行うととも
に花火を鑑賞して終了しました。

親子でふれあいおたのしみ会
▶やまつりこども園親子おたのしみ会

読書のすばらしさを伝えます
▶第 8期「矢祭こども司書」講座開講式

　７月２６日（火）、中央公民館２階で第 8期「矢
祭こども司書」講座開講式が行われました。第 8
期の子ども司書は男の子 2人、女の子 4人の６人
で、式では受講生証が一人一人に交付されました。
また、受講生誓いの言葉を矢祭小学校４年有坂空さ
んが堂々と述べました。

激励金の交付を受けた修明高校ホッケー部の３人

各学校長からの報告を受け議論する委員

　７月１１日（月）、矢祭町の学校におけるいじめ
問題等に対応するため、第 1回矢祭町いじめ問題
等対策委員会が開催されました。会議では、永山小
学校長と新井中学校長が各学校の現状と防止対策に
ついて報告し、各委員が意見を述べ対策について議
論しました。

町内学校いじめ防止のため
▶第 1回矢祭町いじめ問題等対策委員会

　７月１９日（火）、修明高校ホッケー部に所属し
ている菊池拓哉さん、菊池隼一朗さん、横山卓実さ
んの３人に町長室で激励金が交付されました。３人
は第 45回東北高等学校ホッケー選手権大会で準優
勝という成績を収め、全国大会への出場を果たしま
した。

全国の舞台での輝きを　
▶若鮎チャレンジサポート事業激励金交付式
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国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
ほ
か

全
議
案
可
決
！

　

６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
13
日
か
ら
17
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初

日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
の
議
案
の
内

容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。
３
日
目
、
４
日
目
は
一
般
質
問
で
議
員
７
名
が

登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
、
報
告
２
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
４
件
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
１
件
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
平
成
28
年
度
各
会
計

補
正
予
算
３
件
、
人
事
案
件
３
件
が
提
案
さ
れ
、
合
計
12
案
件
を
審
議
し
、
10
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
。
諮
問
２
件
に
つ
い
て
は
推
薦
適
任
と
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
追
加
提
案
と
し
て
、
議
員
提
出
案
件
の
意
見
書
２
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

報　
　
　

告

21
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◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て
（
報
告
第
１
号
）

　

12
の
事
業
の
繰
越
明
許
費
の

繰
越
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
施

行
令
第
１
４
６
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
報
告
す
る
も
の
で

す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
継
続
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
（
報
告

第
２
号
）

　

矢
祭
小
学
校
校
舎
・
体
育
館
・

プ
ー
ル
等
建
設
工
事
の
監
理
委

託
及
び
同
工
事
に
か
か
る
継
続

費
の
逓
次
繰
越
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
法
施
行
令
第
１
４
５
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
す

る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
77
号
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
78
号
）

　

平
成
28
年
度
の
按
分
率
等
の

改
正
、
地
方
税
法
改
正
と
の
整

合
も
併
せ
、
一
部
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◎
矢
祭
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
議
案
第
79
号
）

　

行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に

伴
い
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◎
学
校
基
金
の
設
置
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
議
案
第
80
号
）

　

旧
石
井
、
東
舘
小
学
校
に
所

属
す
る
国
有
林
等
の
分
収
立
木

を
「
矢
祭
小
学
校
」
の
所
属
と

す
る
た
め
、
一
部
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
小
学
校
外

構
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
議

案
第
81
号
）

　

平
成
28
年
６
月
10
日
に
入
札

を
執
行
し
た
平
成
28
年
度
矢
祭

小
学
校
外
構
工
事
に
つ
い
て
、

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１

項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

○
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

○
契
約
の
金
額　
　
　
　
　
　

　

１
３
９
，４
４
２
，０
４
０
円

（
う
ち
消
費
税
額

１
０
，３
２
９
，０
４
０
円
）

○
契
約
の
相
手
方

　

福
島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町

　
　

大
字
関
岡
字
堰
場
１
３
１

　

佐
藤
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

佐
藤　

正
美

◎
矢
祭
町
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
議
案

第
82
号
）

　

温
泉
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
と

ふ
れ
あ
い
広
場
の
管
理
・
運
営

の
た
め
、「
一
般
財
団
法
人　

矢
祭
振
興
公
社
」
を
管
理
者
と

し
て
指
定
す
る
た
め
、
地
方
自

治
法
第
２
４
４
条
の
２
第
６
項

に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
83
号
）

　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
の
設
備
改
修

工
事
費
、
矢
祭
中
学
校
線
道
路

改
良
工
事
に
お
け
る
光
フ
ァ
イ

バ
ー
移
転
工
事
費
用
、
手
元
の

小
学
校
林
の
素
材
の
販
売
収
益

金
を
基
金
積
立
す
る
た
め
の
増

額
が
補
正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
84
号
）

　

本
算
定
に
よ
り
被
保
険
者
数

の
減
少
な
ど
に
伴
う
国
保
税
の

減
額
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
の

増
額
等
が
補
正
の
主
な
内
容
で

す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
85

号
）

　

茗
荷
取
水
場
の
取
水
管
修

繕
、
水
道
メ
ー
タ
ー
購
入
に
よ

る
増
額
が
補
正
の
主
な
内
容
で

す
。

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
（
議
案
第
86
号
）

　

地
方
税
法
第
４
２
３
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　

矢
祭
町
大
字
上
関
河
内

　
　
　
　
　
　

字
仲
町
12
番
地

　

全
会
一
致
で
、
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
（
諮
問
第
１
号
・
諮
問
第
２
号
）

　

福
島
法
務
局
長
よ
り
、
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
依
頼
が
あ
っ

た
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
法
第

６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　

矢
祭
町
大
字
宝
坂

　
　
　
　
　

字
入
宝
坂
24
番
地

　
　
　
　

矢
祭
町
大
字
大
垬

　
　
　
　
　

字
道
清
20
番
地
２

　

全
会
一
致
で
、
両
氏
を
推
薦

す
る
こ
と
が
適
任
と
さ
れ
ま
し

た
。

平成２８年度各会計別予算補正状況（６月第６回定例会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　　　                          （単位：千円）

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一　 般　 会　 計 5,237,764 5,813 5,243,577

特別会計 国民健康保険 813,754 7,672 821,426

水道事業
収益的支出 133,079 1,580 134,659

資本的支出 155,498 39 155,537

人

事

案

件

◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
国
か
ら
の
「
被
災
児
童
生
徒

就
学
支
援
等
事
業
交
付
金
」
に

よ
る
十
分
な
就
学
支
援
を
要
請

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願

請
願
者

　

福
島
県
教
職
員
組
合

　

中
央
執
行
委
員
長

　
　
　
　
　

角　

田　

政　

志

紹
介
議
員　

青　

砥　

安　

彦

審
査
結
果　

採　
　

択

◎
矢
祭
町
大
字
小
田
川
字
中
山

27
―
76　

大
森
泰
幸
さ
ん
よ
り

次
の
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。

○
「
平
和
安
全
保
障
関
連
法
」

の
廃
止
に
関
す
る
意
見
書
提
出

の
検
討
を
求
め
る
陳
情
書

○
福
島
の
復
興
の
た
め
不
可
欠

な
警
察
官
増
員
措
置
の
継
続
に

関
す
る
意
見
書（
発
議
第
４
号
）

○
「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援

等
事
業
交
付
金
」
に
よ
る
十
分

な
就
学
支
援
を
要
請
す
る
意
見

書
（
発
議
第
５
号
）

※
可
決
し
た
意
見
書
２
件
を
政

府
関
係
機
関
に
対
し
送
付
し
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
第
５
回
臨
時
議
会

は
、
４
月
26
日
午
前
10
時
に
招

集
さ
れ
、
工
事
請
負
契
約
の
締

結
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
２
議
案
が
提
案
さ
れ

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

◎
平
成
28
年
度
旧
東
舘
小
学
校

校
舎
等
解
体
工
事
請
負
契
約
の

締
結
（
議
案
第
75
号
）

　

平
成
28
年
４
月
25
日
入
札
に

付
し
た
、
平
成
28
年
度
旧
東
舘

小
学
校
校
舎
等
解
体
工
事
に
つ

い
て
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結

す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
96

条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き

請　

　

願

請　

願
・
陳　

情

意　

見　

書

議
員
提
出
議
案

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

鈴
木　

義
次

氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

片
野
か
よ
子

氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

柏
　

正
二

氏

陳　
　
　

情

条　
　
　

例

契　
　
　

約

補

正

予

算

そ　

の　

他

第
５
回
臨
時
議
会

契　
　
　

約
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議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
76
号
）

　

本
年
１
月
の
雪
害
に
よ
る
農

業
施
設
復
旧
対
策
事
業
、
国
県

道
の
管
理
委
託
料
の
増
額
、
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
中
山
地
区
の
地
盤

調
査
観
測
を
委
託
業
務
か
ら
町

直
営
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
う

補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

　
　

沢
々
の
土
砂
が
堆
積
し
洪

水
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
土
砂
撤

去
を
要
望
し
た
い
の
で
す
が
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

町
内
の
多
く
の
河
川
が
県
管

理
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
町
で

手
を
付
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。
県
と
の
事
業
調
整
会
議
で

要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

緊
急
時
の
町
民
へ
の
周
知

は
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
で
す
。

周
知
範
囲
は
屋
内
の
み
で
、
屋

外
に
は
周
知
さ
れ
ま
せ
ん
。
未

加
入
世
帯
も
あ
り
防
災
無
線
の

設
置
を
要
望
し
ま
す
。

　
　

町
長

　

災
害
発
生
時
は
現
行
ど
お
り

消
防
広
報
に
よ
り
行
い
ま
す
。

防
災
無
線
は
費
用
対
効
果
を
考

え
る
と
現
状
で
は
必
要
な
い
と

考
え
ま
す
。

　
　

矢
祭
山
公
園
の
景
観
が
損

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
改
善
策
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長　

　

現
在
は
、
草
刈
り
等
の
整
備

活
動
で
手
い
っ
ぱ
い
な
状
況
で

す
が
、
第
５
次
総
合
計
画
の
中

で
整
備
方
針
を
考
え
る
た
め
の

観
光
資
源
管
理
計
画
の
作
成
と

い
っ
た
施
策
も
打
ち
出
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
準
備
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　
　

矢
祭
山
商
店
会
の
店
舗
数

も
少
な
く
な
り
、
観
光
地
の
賑

わ
い
創
出
が
必
要
に
思
わ
れ
ま

す
。
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

交
通
体
系
が
変
わ
り
、
観
光

バ
ス
が
通
過
し
な
く
な
り
ま
し

た
。
町
と
し
て
は
現
状
を
見
守

る
し
か
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

春
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に

賑
わ
い
を
創
出
し
、
観
光
客
を

迎
え
入
れ
る
考
え
が
あ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

福
島
Ｄ
Ｃ
の
一
環
と
し
て
、

５
月
に
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
事
業
を
活
用
し
、
あ

ゆ
の
つ
り
橋
塗
り
替
え
と
板
の

修
繕
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
地
元
商
店
会
を
含
め
、

観
光
協
会
と
意
見
交
換
し
な
が

ら
対
策
を
検
討
し
て
参
り
ま

す
。

　
　

戸
津
辺
の
桜
は
、
守
る
会

の
保
存
活
動
と
町
に
よ
る
環
境

整
備
が
な
さ
れ
、
観
光
客
が
増

加
し
ま
し
た
。
町
と
し
て
さ
ら

に
振
興
し
て
い
く
の
か
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

交
通
問
題
や
駐
車
場
問
題
か

ら
現
状
ぐ
ら
い
で
い
い
の
で
は

と
考
え
ま
す
。
個
人
所
有
で
あ

り
、
長
く
保
存
す
る
に
は
ち
ょ

う
ど
い
い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。

　
　

コ
ン
ニ
ャ
ク
を
活
か
し
た

町
づ
く
り
を
再
燃
さ
せ
て
は
と

思
い
ま
す
。
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
　

町
長

　

栽
培
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
た
方
が
ま
だ
お
り
、
基
幹

作
物
と
し
て
振
興
し
て
ま
い
り

た
い
と
い
う
思
い
で
あ
り
、
対

策
を
練
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

一
昨
年
か
ら
「
一
畝
一
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
銘
打
っ
て
、

在
来
種
の
普
及
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
鉢
植
え
コ

ン
ニ
ャ
ク
を
家
庭
に
配
布
し
、

イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
　

コ
ン
ニ
ャ
ク
を
食
べ
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企
画
し
、
消

費
量
拡
大
を
図
る
考
え
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　

事
業
課
長

　

将
来
的
に
鉢
植
え
コ
ン
ニ
ャ

ク
が
特
産
品
に
成
長
し
て
い
け

ば
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら

普
及
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　

グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
久

し
く
な
り
ま
す
が
、
現
状
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

平成２８年度一般会計予算補正状況
（4月第5回臨時会）

 （単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,237,000 764 5,237,764

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

　

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、15
日
と
16
日
の
２
日
間
行
な
わ
れ
、

７
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。

（
通
告
順
）

青砥安彦議員

質
問　

防
災
対
策
に
つ
い
て

防
災
・
観
光
・
一
般
・

　

環
境
・
教
育
・
農
業
行
政

質
問　

観
光
振
興
対
策
に
つ
い
て

答 問答 問

答 問答問答問 質
問　

職
員
体
制
に
つ
い
て

答

　

平
成
15
年
８
月
に
導
入
し
、

現
在
４
課
11
グ
ル
ー
プ
で
執
行

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

グ
ル
ー
プ
制
導
入
の
建
前

機
能
は
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

グ
ル
ー
プ
制
は
、
柔
軟
な
職

務
の
対
応
体
制
が
と
れ
る
こ
と

が
本
旨
で
す
が
、
現
状
は
そ
こ

ま
で
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

現
在
の
職
員
構
成
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

一
般
職
員
62
名
、
嘱
託
職
員

27
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

現
体
制
を
今
後
も
執
っ
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

定
数
か
ら
も
現
体
制
で
運
営

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
　

で
あ
れ
ば
職
員
負
担
が
重

く
、
健
康
管
理
に
十
分
注
意
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
滞
納

整
理
班
の
活
動
状
況
と
実
績
を

伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

27
年
度
は
５
方
部
20
班
を
編

成
し
、
２
９
０
万
円
の
徴
収
実

績
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

現
在
の
滞
納
額
は
い
く
ら

に
な
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

滞
納
額
は
微
増
傾
向
に
ご
ざ

い
ま
す
。

　
　

役
場
自
衛
消
防
隊
の
現
状

と
活
動
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

現
在
36
名
が
加
入
し
、
秋
季

検
閲
、
出
初
め
式
へ
の
参
加
協

力
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
車

両
火
災
と
建
物
火
災
各
々
１
件

に
出
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

機
械
点
検
、
消
火
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

各
課
持
ち
回
り
で
月
１
回

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

矢
祭
小
学
校
が
完
成
し
授

業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
教
材

備
品
や
学
校
図
書
の
充
足
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

旧
校
の
備
品
を
活
用
し
、
不

足
分
は
充
足
し
対
応
し
て
お
り

ま
す
。

　
　

矢
祭
小
学
校
は
す
べ
て
が

初
め
て
の
対
応
に
な
り
ま
す
。

現
場
の
声
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
聞
き
入
れ
て
ほ
し
い
の
で

す
が
、
対
応
を
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

現
場
情
報
を
収
集
し
、
教
育

活
動
に
生
か
す
こ
と
は
必
要
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
町
の
有
益

な
人
材
と
な
る
よ
う
指
導
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
　

校
舎
規
模
が
大
き
く
、
管

理
が
容
易
で
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
管
理
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

当
然
、
児
童
と
先
生
だ
け
で

は
出
来
ま
せ
ん
。
町
職
員
を
配

置
し
、
専
門
業
者
に
も
依
頼
し

維
持
管
理
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　
　

小
学
校
見
学
会
に
参
加

し
、
危
険
に
感
じ
た
こ
と
が
２

か
所
あ
り
ま
す
。
児
童
の
安
全

を
考
え
、
徹
底
し
た
指
導
を
お

願
い
し
た
い
の
で
す
が
、
如
何

で
し
ょ
う
か
。

　
　

教
育
課
長

　

ご
指
摘
の
と
お
り
安
全
を
考

え
、
必
要
と
あ
ら
ば
対
策
を
講

じ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

「
防
災
減
災
等
に
資
す
る

国
土
強
靭
化
基
本
法
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
市
町
村
の
防

災
地
域
計
画
や
施
策
の
実
施
に

つ
い
て
そ
の
責
務
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
災
害
か
ら
命
を
守

る
計
画
策
定
と
施
策
の
実
施
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

地
域
強
靭
化
計
画
に
つ
い
て

は
大
規
模
自
然
災
害
に
備
え
、

安
心
安
全
な
町
づ
く
り
の
観
点

か
ら
国
・
県
の
取
り
組
み
状
況

や
近
隣
町
村
の
状
況
等
に
つ
い

て
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
検
討

し
て
参
る
考
え
で
す
。

　
　

県
は
、
土
石
流
や
地
滑
り

な
ど
が
予
測
さ
れ
る
土
砂
災
害

危
険
箇
所
の
調
査
を
年
度
内
に

２
，０
０
０
ヵ
所
を
実
施
す
る

と
発
表
し
て
い
ま
す
。
本
町
の

調
査
指
定
は
な
い
の
か
お
尋
ね

し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

矢
祭
町
に
お
い
て
は
、
全
部

で
１
８
８
ヵ
所
の
土
砂
災
害
危

険
箇
所
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
１
５
０
ヵ
所
が
終
了
し

て
お
り
、
こ
の
う
ち
58
ヵ
所
が

既
に
区
域
指
定
を
受
け
て
い
る

と
い
う
状
況
で
す
。
県
で
は
今

年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
残

り
38
ヵ
所
の
調
査
を
完
了
し
た

い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
答
え

で
し
た
。

　
　

矢
祭
町
の
危
険
箇
所
の
指

定
は
、
町
民
等
に
お
知
ら
せ
を

願
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す

か
。

　
　

事
業
課
長

　

地
域
に
お
住
ま
い
の
方
に
つ

い
て
、
公
民
館
に
集
ま
っ
て
頂

き
、
こ
う
い
う
調
査
結
果
で
し

た
と
い
う
こ
と
で
意
見
を
伺
う

と
い
う
事
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
周
知

で
き
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　

豪
雨
の
た
び
に
東
舘
区
内

で
は
家
屋
の
床
下
浸
水
等
の
被

害
が
あ
り
ま
す
。
既
存
の
排
水

路
の
増
設
や
改
修
等
の
対
策
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ど
の

佐川正一郎議員

防
災
・
教
育
行
政

質
問　

教
育
振
興
に
つ
い
て

質
問　

防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

補　
　
　

正

答 問問

答答 問

答

問

問問 答答 答問

答

問 答 問

問

答

問答問答問 答

問答問答

問答

答答

問

問問
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よ
う
な
対
策
を
お
考
え
か
お
伺

い
し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

主
に
２
カ
所
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
商
工
会
前
の
改
良
に
つ
き

ま
し
て
は
国
道
を
横
断
し
て
い

る
暗
渠
、
そ
の
先
の
町
道
の
側

溝
、
こ
れ
が
狭
い
と
い
う
こ
と

が
冠
水
の
原
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
拡
幅
に
つ
い
て
も
十
分
検

討
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
ス

ム
ー
ズ
な
解
決
が
難
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
幾
つ
か
課
題
が
見

つ
か
っ
て
い
る
状
況
で
、現
在
、

検
討
は
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

な
か
な
か
対
策
に
着
手
で
き
な

い
と
い
う
状
況
に
つ
い
て
ご
理

解
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
国

道
３
４
９
号
と
国
道
１
１
８
号

の
交
差
点
、矢
祭
小
学
校
の
前
、

こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
町
内
に
こ

れ
ま
で
流
入
し
て
き
た
部
分
の

水
を
、
逆
に
南
側
の
ほ
う
の
水

路
を
通
し
て
久
慈
川
に
直
接
流

す
と
い
う
よ
う
な
形
で
、
排
水

経
路
の
改
良
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
効
果
も
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

石
田
区
内
の
田
川
河
川
内

の
土
砂
が
非
常
に
堆
積
し
て
お

り
、
減
災
対
策
に
は
ど
の
様
な

計
画
が
あ
る
の
か
お
尋
ね
し
ま

す
。

　
　

事
業
課
長

　

準
用
河
川
で
あ
り
ま
す
が
、

砂
防
指
定
地
区
と
い
う
こ
と
で

県
の
管
理
下
で
す
の
で
、
事
業

調
整
会
議
で
堆
積
除
去
を
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
県
で

は
、
堆
砂
に
つ
い
て
は
河
川
断

面
を
阻
害
す
る
な
ど
維
持
管
理

上
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
箇
所

も
あ
る
と
い
う
認
識
で
、
緊
急

性
も
考
慮
し
毎
年
計
画
的
に
除

去
し
て
い
き
た
い
と
い
う
回
答

で
す
。

　
　

図
書
館
の
利
用
者
が
、
休

日
に
図
書
館
で
本
を
読
ん
だ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
宿
題
を
し

た
り
、
ま
た
、
長
期
休
暇
の
時

に
勉
強
す
る
場
所
の
提
供
が

あ
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

学
習
の
場
を
十
分
確
保
で
き

て
い
る
と
い
う
状
況
に
は
な
い

と
い
う
認
識
は
ご
ざ
い
ま
す
。

長
期
休
業
中
と
か
中
学
生
の
テ

ス
ト
前
と
か
そ
う
い
う
時
に
は

課
題
と
な
る
の
で
検
討
が
必
要

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
長
期
的
な
計
画
の
中

で
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　

も
っ
た
い
な
い
図
書
館
の

利
用
者
が
平
成
20
年
度
か
ら
平

成
27
年
度
の
７
年
間
で
半
分
に

な
り
ま
し
た
。
図
書
の
貸
出
し

利
用
促
進
の
強
化
と
し
て
、
図

書
通
帳
の
導
入
を
検
討
し
て
は

如
何
で
す
か
。
自
分
が
読
ん
だ

本
の
タ
イ
ト
ル
や
貸
出
日
を
記

載
し
、
預
金
通
帳
感
覚
で
読
書

意
欲
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

現
在
、
町
読
書
の
日
・
子
ど

も
読
書
の
日
・
子
ど
も
司
書
講

座
・
読
書
推
進
リ
ー
ダ
ー
手
帳

の
交
付
、
さ
ら
に
手
づ
く
り
絵

本
コ
ン
ク
ー
ル
・
お
は
な
し
会
・

科
学
は
て
な
？
教
室
・
家
読
ま

つ
り
・
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
文

庫
と
か
、
職
業
に
係
る
本
の
デ

ジ
タ
ル
化
等
の
事
業
も
進
め
読

書
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｐ
や
図

書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広

報
を
進
め
て
読
書
の
推
進
を
呼

び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

手
帳
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　

閉
校
と
な
っ
た
関
岡
小
学

校
に
つ
い
て
体
育
館
を
除
き
、

耐
用
年
数
や
耐
震
構
造
が
ク
リ

ア
し
て
お
り
、
解
体
す
る
に
は

経
費
も
か
か
り
、
ま
た
、
駐
車

場
も
十
分
に
確
保
で
き
、
経
費

を
そ
れ
ほ
ど
か
け
な
く
て
も
役

場
庁
舎
と
し
て
活
用
で
き
る
と

思
う
が
、
そ
の
考
え
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

関
岡
小
学
校
の
跡
地
で
あ
り

ま
す
が
、
町
内
の
多
数
の
方
々

か
ら
も
そ
う
し
た
お
話
は
た
び

た
び
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
廃
校

の
有
効
活
用
と
い
う
事
を
考
え

れ
ば
、
役
場
利
用
と
い
う
こ
と

も
視
野
に
入
れ
た
こ
れ
か
ら
の

計
画
を
立
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
か
な
と
い
う
気
が
し
て
お

り
ま
す
。
総
合
計
画
の
中
に
も

役
場
庁
舎
の
新
築
と
い
う
も
の

は
入
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
見
直
し
の
中
で
そ
う
し

た
も
の
を
町
民
の
多
く
の
皆
様

の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
　

関
岡
地
内
に
あ
る
林
道
江

戸
塚
・
砂
崩
下
線
、
砂
崩
下
・

大
沢
線
に
つ
い
て
、
横
断
溝
の

破
損
や
法
面
の
崩
落
等
に
よ

り
、
通
行
等
に
支
障
を
来
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
数
カ
所
あ
り
、

林
道
と
し
て
機
能
し
て
お
ら

ず
、
こ
れ
ら
の
改
良
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

各
種
の
林
道
に
は
愛
護
組
合

が
で
き
て
お
り
、
地
元
の
利
用

者
が
愛
護
組
合
を
結
成
し
て
、

常
日
頃
の
手
入
れ
、
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
町

と
い
た
し
ま
し
て
も
こ
の
林
道

の
有
効
活
用
と
い
う
の
は
や
は

本多勇也議員

一
般
・
林
業
・
産
業
行
政

り
林
業
振
興
の
た
め
に
は
必
要

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
各
種
の
林

道
と
も
そ
れ
ぞ
れ
に
補
修
等
を

重
ね
な
が
ら
維
持
管
理
を
し
て

い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
ど
う

か
本
多
議
員
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
地
元
に
働
き
か
け
を
し
て

い
た
だ
い
て
、
愛
護
組
合
の
結

成
を
お
願
い
し
た
い
な
と
、
そ

う
い
う
思
い
が
し
て
お
り
ま

す
。
愛
護
組
合
が
後
々
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
や
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
町
と
い
た

し
ま
し
て
も
こ
の
崩
落
箇
所
と

か
側
溝
の
修
理
と
か
、
そ
う
し

た
も
の
は
積
極
的
に
や
っ
て

参
っ
て
、
で
き
る
限
り
有
効
活

用
が
で
き
る
林
道
に
し
て
い
き

た
い
な
と
い
う
気
が
し
て
お
り

ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

林
道
江
戸
塚
・
砂
崩
下
線
、

複
数
崩
落
箇
所
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
特
に
関
岡
小
学
校
か

ら
上
が
っ
た
す
ぐ
先
の
ほ
う
に

側
溝
の
崩
落
箇
所
、
さ
ら
に
林

道
砂
崩
下
・
大
沢
線
と
の
接
道

部
分
、
大
き
く
崩
落
し
て
い
て

通
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
か

な
り
事
業
費
が
か
か
る
だ
ろ
う

と
い
う
ふ
う
に
見
て
お
り
ま

す
。
地
元
で
の
管
理
体
制
が
整

う
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要

か
な
と
い
う
ふ
う
に
担
当
課
と

し
て
も
認
識
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
状
況
に
つ
い
て
は
十
分
担

当
課
把
握
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
点
も
含
め
て
検
討
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

現
在
、
Ｓ
Ｍ
Ｃ
株
式
会
社

の
新
工
場
の
建
設
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
町
民
は
大
き

な
期
待
を
も
っ
て
待
ち
望
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、
現
在
の
進
捗

状
況
等
に
つ
い
て
、
わ
か
る
範

囲
内
で
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

事
業
課
長

　

Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
担
当
者
に
確
認
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
予
定
ど
お
り

平
成
29
年
２
月
ま
で
に
は
竣
工

す
る
と
い
う
ペ
ー
ス
で
順
調
に

進
ん
で
い
る
と
い
う
回
答
で
ご

ざ
い
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

Ｓ
Ｍ
Ｃ
株
式
会
社
が
本
町

に
て
操
業
以
来
、
雇
用
の
場
の

確
保
、
固
定
資
産
税
、
法
人
町

民
税
等
の
税
収
の
確
保
や
矢
祭

町
の
活
性
化
な
ど
矢
祭
町
に
多

大
な
貢
献
を
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
偏
に
高
田
会

長
の
お
か
げ
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
高
田
会
長
か
ら
多
額
の
寄

附
を
い
た
だ
き
高
田
基
金
を
創

設
し
、
矢
祭
町
民
に
と
っ
て
誇

り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
高
田
会
長

を
名
誉
町
民
に
推
挙
し
、
胸
像

等
を
建
て
て
そ
の
功
績
に
報
う

べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
体
、
法
人
町
民
税
、
償
却
資

産
税
、
固
定
資
産
税
、
こ
う
し

た
も
の
を
合
わ
せ
ま
す
と
町
税

の
約
40
％
ぐ
ら
い
は
毎
年
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
か
な

と
、
そ
う
い
う
気
が
し
て
お
り

ま
す
。
矢
祭
町
に
と
り
ま
し
て

Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
い
う
も
の
は
既
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
矢
祭
町
が

こ
れ
か
ら
矢
祭
町
と
し
て
存
続

す
る
た
め
の
大
き
な
原
動
力
に

な
っ
て
お
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
来
年
１
月
に
は
矢
祭

町
が
合
併
60
周
年
記
念
に
な
る

わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
と

き
の
記
念
行
事
の
中
で
高
田
会

長
の
名
誉
町
民
推
戴
と
い
う
も

の
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
こ

れ
か
ら
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
矢
祭
町
に
立
地

し
て
い
た
だ
い
た
お
礼
、
こ
れ

は
十
分
に
考
え
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と
も
そ
う

し
た
方
向
性
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　

雨
の
日
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
雨
水
は
側
溝
に
流
れ
込
ん

で
い
た
。
事
業
者
と
の
接
見
要

望
及
び
水
質
検
査
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

法
定
検
査
に
異
常
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
注
視
し
て
参
り

ま
す
。
雨
水
は
最
終
的
に
大
内

沢
に
流
れ
る
こ
と
は
確
認
し
ま

し
た
。
業
者
と
の
話
し
合
い
の

場
に
つ
い
て
は
要
望
を
引
き
続

き
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

短
時
間
の
増
水
で
災
害
を

起
こ
す
不
安
が
あ
り
、
実
害
も

あ
り
ま
し
た
が
、
期
間
を
区

切
っ
て
「
こ
の
辺
ま
で
こ
う
す

る
」
と
の
考
え
が
あ
る
か
。

　
　

町
長

　

昨
年
は
、
流
れ
て
き
た
木
が

引
っ
か
か
っ
て
、
越
水
に
至
っ

た
。
久
慈
川
ま
で
の
排
水
の
問

題
は
、
簡
単
で
は
な
く
、
期
間

を
示
せ
と
い
わ
れ
て
も
難
し

い
。今
回
調
査
の
た
め
の
設
計
、

測
量
を
入
札
に
付
し
て
対
策
の

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

期
間
を
示
す
の
は
無
理
だ
と
思

い
ま
す
。

　
　

放
射
能
の
吸
収
剤
目
的
で

あ
る
カ
リ
肥
料
の
配
布
中
止
に
対

し
て
ど
ん
な
対
応
を
さ
れ
た
か
。

　
　

事
業
課
長

　

米
の
全
袋
検
査
の
結
果
及
び

実
証
圃
で
の
比
較
実
験
を
経
て
、

安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
上
で
の

配
布
中
止
で
あ
り
、
当
然
で
あ

ろ
う
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

　
　

住
居
集
落
・
農
地
・
山
林

と
一
般
的
な
形
態
を
持
つ
高
萩

答

問 答

問

答

答

答

質
問　

も
っ
た
い
な
い
図
書
館

の
利
用
促
進
の
強
化
に
つ
い
て

問

答問

問

問

答 質
問　

関
岡
小
学
校
跡
地
の

役
場
庁
舎
と
し
て
の
活
用
に

つ
い
て

問

答 質
問　

関
岡
地
内
林
道
江
戸

塚
・
砂
崩
下
線
外
、
林
道
の

改
良
に
つ
い
て

問

答

答 問

質
問　

商
工
会
前
の
排
水
路
に

つ
い
て

菊池淳之議員

環
境
・
土
木
・
農
業
・

建
築
・
教
育
行
政

質
問　

羽
原
谷
地
牛
舎
に
つ
い
て

質
問　

カ
リ
肥
料
の
配
布
中
止

に
つ
い
て

質
問　

町
道
高
萩
線
の
草
刈

り
に
つ
い
て

質
問　

Ｓ
Ｍ
Ｃ
株
式
会
社
新
工

場
の
進
捗
状
況
と
高
田
会
長
へ

の
恩
返
し
に
つ
い
て

答

問 答 問
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線
で
す
が
、
草
刈
り
作
業
に
参

加
で
き
る
割
合
は
現
在
75
％
、

５
年
後
52
％
、
10
年
後
32
％
と

推
測
さ
れ
る
が
、
愛
護
組
合
も

維
持
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
シ

ル
バ
ー
人
材
に
請
け
負
っ
て
も

ら
う
よ
う
な
考
え
は
あ
る
の
か

ど
う
か
。

　
　

事
業
課
長

　

主
要
な
路
線
は
、
月
２
回
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
通
行
に
支

障
が
あ
る
状
況
を
見
つ
け
た
場

合
に
は
、
町
道
、
生
活
道
路
に

な
る
主
要
農
道
、
林
道
に
つ
い

て
は
、
町
と
し
て
も
必
要
に
応

じ
て
草
刈
り
を
発
注
し
て
い
ま

す
。

　
　

側
溝
と
路
肩
の
管
理
も
見

て
い
る
の
か
。

　
　

事
業
課
長　

　

現
在
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
主

に
路
面
の
状
態
が
一
番
の
着
眼

点
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
草

の
状
況
も
見
て
い
る
の
が
実
態

で
側
溝
の
中
ま
で
と
い
う
の
は

難
し
い
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
側
溝
に
草
が
か
ぶ
っ
て

い
る
な
ど
、
こ
れ
が
ひ
ど
い
よ

う
で
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
く
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。

　
　

天
井
の
構
造
で
１
セ
ン
チ

ほ
ど
の
す
き
間
は
デ
ザ
イ
ン
で

す
か
、
機
能
で
す
か
。

　
　

事
業
課
長

　

吸
音
対
策
と
し
て
施
工
し
て

お
り
、
内
に
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル

マ
ッ
ト
を
敷
き
詰
め
る
構
造
で

吸
音
対
策
を
講
じ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
　

天
井
に
燃
え
る
板
張
り
を

す
る
判
断
は
、
燃
え
な
い
ボ
ー

ド
的
な
方
が
安
全
な
の
で
は
な

い
か
。

　
　

教
育
課
長

　

確
か
に
木
材
で
す
か
ら
不
燃

物
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
火
災

が
発
生
す
れ
ば
燃
え
ま
す
け

ど
、
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
は
不
燃
物

で
す
の
で
同
時
に
燃
え
る
こ
と

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
何
よ
り
消

防
法
の
規
定
を
満
た
し
て
、
木

質
化
に
よ
っ
て
、
や
さ
し
い
環

境
づ
く
り
に
基
本
を
置
い
て
、

安
全
性
も
消
防
法
で
確
認
さ
れ

問
題
は
な
い
と
い
う
判
断
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
　

大
子
沢
線
か
ら
中
学
校
入

口
ま
で
カ
ー
ブ
以
外
の
場
所
、

少
し
で
も
歩
道
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
　

町
長

　

事
業
調
整
会
議
で
要
望
を
し

て
お
り
ま
す
。
非
常
に
難
し
い

問
題
で
は
あ
り
ま
す
け
ど
も
、

年
次
計
画
で
歩
道
は
作
る
と
い

う
話
で
あ
り
ま
す
。

　
　

建
設
費
の
内
訳
と
町
民
へ

の
周
知
に
つ
い
て

　
　

教
育
課
長

　

建
設
開
校
準
備
委
員
会
の
中

で
、
小
学
校
の
基
本
構
想
基
本

計
画
を
樹
立
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
主
な
建
設
費
用
に

つ
い
て
示
し
た
の
が
14
億
５
，

０
０
０
万
円
で
、
こ
の
中
に
お

示
し
で
き
な
か
っ
た
数
字
が
あ

る
わ
け
で
す
。

　
　

当
初
計
画
さ
れ
た
こ
の
予

算
14
億
程
度
、
こ
の
中
で
こ
の

財
源
の
内
訳
は
ど
う
い
う
金
額

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
か
。
国

の
負
担
・
県
の
負
担
・
町
の
負

担
と
い
う
こ
と
で
財
源
を
知
り

た
い
の
で
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
　

教
育
課
長

　

主
な
建
設
工
事
と
い
う
こ
と

で
注
釈
つ
き
で
お
示
し
を
い

た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
訳

で
す
が
、
校
舎
新
築
工
事
が

８
億
５
，０
０
０
万
円
、
補
助

金
を
頂
く
と
す
る
な
ら
ば
10
分

の
５
．５
で
４
億
６
，７
５
０
万

と
い
う
よ
う
な
計
算
で
、
国
庫

補
助
金
と
地
方
債
と
い
わ
れ
る

過
疎
債
を
充
て
、
３
割
に
つ
い

て
は
町
の
負
担
に
な
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
７
割
に
つ
い
て
は
交

付
金
と
し
て
還
元
さ
れ
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
時

２
億
円
程
度
の
財
源
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
お
示
し
し
た
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

な
ん
で
今
回
の
建
設
が

26
億
円
も
の
金
額
に
増
額
に

な
っ
た
の
か
。

　
　

教
育
課
長

　

基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
立

て
た
段
階
で
、
用
地
取
得
費
や

設
計
費
、
旧
施
設
の
解
体
費
、

備
品
購
入
費
等
が
入
っ
て
い
な

い
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
金
額

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
自
体

が
、
は
っ
き
り
し
な
い
段
階
で

の
数
字
と
し
て
は
不
適
切
だ
と

い
う
こ
と
で
示
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
中

で
、
ど
の
位
の
負
担
が
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
時
に

お
話
を
し
た
と
い
う
ふ
う
に
は

思
い
ま
す
。

　
　

内
訳
を
見
る
と
、
地
方
債

約
13
億
で
す
か
ら
、
７
割
の
交

付
税
を
あ
て
に
な
さ
っ
て
い
る
。

残
り
３
割
は
町
負
担
で
す
ね
。

そ
の
他
２
億
３
，６
０
０
万
円
、

一
般
財
源
が
４
億
１
，０
０
０
万

円
、
恐
ら
く
私
が
ざ
っ
と
計
算

す
る
に
10
億
の
町
負
担
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

小
学
校
を
作
る
こ
と
は
私
も
反

対
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ

ん
な
高
額
な
小
学
校
を
つ
く
る

必
要
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。

そ
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
借
金
に

な
っ
た
こ
と
の
責
任
を
町
長
は

感
じ
て
お
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
。

町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
る
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
で
。

お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

町
長

　

当
初
の
説
明
会
に
申
し
上
げ

た
14
億
な
に
が
し
は
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
と
っ
て
、
公

募
し
て
の
設
計
を
委
託
す
る
と

き
の
、
た
ぶ
ん
大
雑
把
な
数
字

だ
っ
た
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま

す
。
統
合
小
学
校
を
作
る
た
め

の
東
舘
小
学
校
で
の
説
明
会
で

は
予
算
の
話
は
し
て
い
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。用
地
取
得
費
・

解
体
工
事
費
・
外
構
工
事
費
と

か
、
そ
う
し
た
も
の
は
、
あ
く

ま
で
も
町
が
公
募
を
す
る
た
め

に
試
算
し
た
数
字
で
正
確
な
積

み
上
げ
で
こ
れ
を
や
っ
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
後
に
お
い
て
設
計
が
出
来
上

が
り
今
の
よ
う
な
数
字
が
出
て

き
た
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
都
度
議
会
に
お
願
い
を
し

て
承
認
を
い
た
だ
い
て
予
算
を

執
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

小
学
校
に
関
わ
る
教
員
の

人
数
・
そ
の
他
関
係
人
数
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

教
育
長

　

矢
祭
小
学
校
に
は
週
１
回
来

る
方
と
時
間
で
来
る
方
と
含
め

て
総
勢
42
名
在
籍
し
て
お
り
ま

す
。

　

県
職
員
と
町
職
員
で
常
時
ほ

ぼ
来
る
の
が
30
名
程
度
に
な
り

ま
す
が
、
実
学
級
が
15
学
級

で
、
教
諭
が
13
名
、
校
長
・
教

頭
、
養
護
教
諭
・
事
務
職
・
栄

養
職
が
配
置
さ
れ
て
18
名
で

す
。
そ
の
他
講
師
４
名
と
い
う

こ
と
で
、
県
職
員
に
関
し
て
は

24
名
、
こ
れ
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
か
週
１
回
来
る
方

も
含
め
て
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

長
期
研
修
で
現
在
研
修
に
出
て

い
る
方
々
は
６
名
、
町
と
し
て

は
Ａ
Ｌ
Ｔ
・
学
校
司
書
と
か
町

講
師
を
含
め
て
、
町
で
配
置
し

て
い
る
職
員
に
つ
い
て
は
12
名

と
い
う
事
で
す
。

　
　

町
長
と
し
ま
し
て
、
こ
の

町
か
ら
の
雇
用
で
教
員
以
外
に

つ
け
て
い
る
こ
の
人
数
に
つ
い

て
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。
町

長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
。

　
　

町
長

　

教
育
と
い
う
も
の
は
町
に
と

り
ま
し
て
最
大
の
課
題
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
の
数
字
は

適
正
だ
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

　

 

最
終
的
に
こ
の
駐
車
可
能

台
数
は
何
台
に
な
り
ま
す
か
。

　
　

教
育
長

　

現
在
試
算
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
43
台
程
度
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。

　
　

当
初
の
計
画
と
全
く
違
う

で
は
な
い
で
す
か
。
そ
う
な
っ

て
い
る
の
で
す
か
。

　
　

教
育
長

　

１
０
０
台
以
上
の
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

計
画
を
進
め
て
来
た
わ
け
で
す

が
、
台
数
が
多
す
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
ご
意
見
が
多
数

あ
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
必
要

な
建
物
を
確
保
す
る
中
で
、
こ

の
よ
う
な
台
数
に
な
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

町
に
し
か
示
せ
な
い
図
面

に
、
西
側
に
50
台
と
も
書
い
て

あ
る
。
50
台
と
明
確
に
書
い
て

あ
り
ま
す
よ
、
東
側
の
校
庭
の

土
手
。
な
ぜ
、
こ
の
土
手
の
駐

車
場
が
ち
ゃ
ん
と
設
計
・
建
設

さ
れ
な
か
っ
た
の
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
　

教
育
長

　

最
初
の
段
階
で
は
広
い
土
地

を
求
め
て
や
る
予
定
で
し
た

が
、
土
地
に
つ
い
て
も
理
解
が

得
ら
れ
な
く
そ
れ
ほ
ど
広
い
敷

地
は
必
要
な
い
と
い
う
こ
と
で

狭
く
な
っ
て
き
た
の
か
な
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

　

 

各
学
校
に
あ
っ
た
備
品
、

１
個
で
も
２
個
で
も
古
い
備

品
、
配
置
さ
れ
た
と
い
う
よ
う

な
箇
所
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
　

教
育
長

　

各
学
校
に
あ
る
テ
レ
ビ
と
か

給
食
台
、
そ
の
他
校
長
室
に
あ

っ
た
テ
ー
ブ
ル
等
、
ロ
ッ
カ
ー

等
、
使
え
る
も
の
に
つ
い
て
は

当
然
、
矢
祭
小
学
校
の
方
で
備

品
と
し
て
利
用
し
て
お
り
ま

す
。

　
　

各
行
政
区
、
公
民
館
や
ら

何
や
ら
で
、
申
し
出
が
あ
る
場

合
、
こ
の
学
校
関
係
で
使
わ
な

い
備
品
を
お
譲
り
す
る
と
い
う

こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
　

教
育
課
長

　

旧
東
舘
小
学
校
校
舎
に
保
管

し
て
あ
る
物
に
つ
い
て
は
、
使

え
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
関
岡
小
学
校
の
体
育
館
の

方
に
移
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

こ
れ
か
ら
の
有
効
活
用
を
考
え

て
お
り
ま
す
。
他
の
４
校
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で

保
管
し
て
い
る
状
況
で
す
。
今

後
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
や
は

り
、
公
共
的
な
と
こ
ろ
に
活
用

す
る
の
が
一
番
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

も
っ
た
い
な
い
精
神
で
他
に
活

用
す
る
処
が
あ
れ
ば
、
手
を
挙

げ
て
頂
い
て
公
平
性
を
保
ち
な

が
ら
有
効
に
活
用
す
る
方
法
を

探
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

今
現
在
、
一
般
職
員
が
62

名
・
嘱
託
職
員
27
名
・
臨
時
職

員
含
め
て
１
４
３
名
い
る
ん
で

す
。
古
張
町
長
に
お
伺
い
し
ま

す
。
異
常
な
数
字
だ
と
思
い
ま

せ
ん
か
。

　
　

町
長

　

臨
時
は
毎
日
で
は
な
い
と

か
、
１
日
１
時
間
と
か
２
時
間

と
か
、
そ
う
い
う
数
字
で
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
必
要
が
あ
っ

て
雇
用
し
て
い
る
数
字
で
あ
り

ま
す
。

　
　

き
ち
ん
と
職
責
を
持
っ

て
、
事
業
を
全
う
で
き
る
正
職

員
を
毎
年
平
準
的
に
採
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ

の
嘱
託
職
員
で
頑
張
っ
て
い
る

人
た
ち
の
中
か
ら
も
積
極
的
に

町
長
の
ご
判
断
で
採
用
頂
け
な

い
か
な
と
そ
う
い
う
こ
と
を
申

し
上
げ
た
い
の
で
す
が
町
長
い

か
が
で
し
ょ
う
。

　
　

町
長

　

人
口
１
０
０
人
に
一
人
が
適

正
な
職
員
数
だ
と
い
う
そ
う
い

う
総
務
省
の
大
ま
か
な
見
方
も

あ
り
ま
す
。
現
在
の
正
職
員
数

と
い
う
の
は
、
や
は
り
適
正
か

な
と
い
う
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

問答 問

答

質
問　

集
合
場
所
ま
で
の
安
全

確
保
に
つ
い
て

教
育
・
一
般
・
福
祉
行
政

答問

答

問

答

問答

答問

質
問　

職
員
配
置
に
つ
い
て

問

問質
問　

矢
祭
小
学
校
校
舎
と

通
学
路
に
つ
い
て

答

答

問

鈴木正美議員

質
問　

矢
祭
小
学
校
の
建
設
費

と
運
営
に
つ
い
て

質
問　

町
職
員
の
採
用
と
人

事
に
つ
い
て

問

問

問問 問

問問

質
問　

駐
車
場
確
保
に
つ
い
て

質
問　

備
品
購
入
に
つ
い
て

問

答

答答 答

答答

答

答答



2829

現
状
を
維
持
し
な
が
ら
私
は
職

員
配
置
を
し
て
や
っ
て
い
き
た

い
と
そ
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　

運
営
方
法
と
今
後
の
方
向

性
と
い
う
の
は
、
ま
だ
明
ら
か

に
聞
こ
え
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
こ
こ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

買
い
物
支
援
事
業
ス
キ
ー
ム

と
い
う
事
で
す
が
、
事
業
主
体

を
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
に
お

願
い
し
た
う
え
で
町
が
補
助
金

を
支
出
す
る
形
で
財
源
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
体
制
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

仕
入
れ
を
行
う
事
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
商

工
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
３
者
が
こ
れ

ら
の
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
進

め
て
い
く
た
め
の
意
見
交
換
の

場
と
し
て
別
途
協
議
会
を
設
け

て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

同
時
に
整
備
し
た
拠
点
に
つ

い
て
は
、
買
い
物
支
援
事
業
の

物
流
拠
点
と
い
う
ふ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
ま
す
。
町
の
中
心
部

に
あ
え
て
場
所
を
求
め
た
と
い

う
こ
と
で
、
人
の
集
う
場
と
し

て
も
町
民
に
開
放
し
て
い
き
た

い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。
運
用
は
社
会
福
祉
協
議

会
の
方
で
検
討
い
た
だ
く
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

買
い
物
支
援
事
業
、
町
民

の
方
に
物
品
の
注
文
を
と
っ
て

販
売
す
る
と
い
う
形
態
で
間
違

い
な
い
で
す
ね
。

　
　

事
業
課
長

　

基
本
的
に
週
一
度
、
方
部
ご

と
に
曜
日
を
決
め
て
回
り
た
い

と
い
う
こ
と
で
４
方
部
を
考
え

て
お
り
、
事
前
注
文
型
で
１
週

間
前
に
注
文
い
た
だ
き
、
翌

週
届
け
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で
考
え
て
い
る
と
い
う
事
で

す
。

　
　

建
屋
の
借
用
と
費
用
に
つ

い
て
で
す
が
、
学
校
跡
地
の
関

岡
小
学
校
を
使
う
と
い
う
こ
と

は
考
え
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

　
　

事
業
課
長

　

協
議
会
で
東
舘
地
内
、
特
に

商
工
業
者
が
集
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
主
に
考
え
て
い
た
と
い

う
事
も
あ
り
関
岡
小
学
校
の
活

用
の
意
見
は
出
な
か
っ
た
と
い

う
ふ
う
に
記
憶
し
て
お
り
ま

す
。
協
議
会
の
中
で
４
か
所
想

定
と
い
う
こ
と
で
上
が
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
４
候
補
の

中
か
ら
協
議
会
で
現
地
視
察
を

し
な
が
ら
決
め
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
　

あ
の
建
屋
の
改
修
い
く
ら

か
か
っ
た
ん
で
す
か
。

　
　

事
業
課
長

　

お
よ
そ
４
７
０
万
円
で
す
。

　
　

今
後
の
維
持
費
用
は
い
く

ら
に
な
り
ま
す
か
。

　
　

事
業
課
長

　

大
体
、
月
々
、
少
な
く
と
も

２
万
か
ら
３
万
、
そ
う
い
っ
た

額
が
か
か
っ
て
く
る
か
な
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　

借
り
る
家
賃
は
い
く
ら
で

す
か
。

　
　

事
業
課
長

　

借
上
げ
の
額
に
つ
き
ま
し
て

は
社
会
福
祉
協
議
会
と
建
物
の

所
有
者
の
中
で
決
め
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
で
、
現
時
点
で

町
と
し
て
正
確
な
額
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

行
政
が
民
間
の
営
利
事
業

を
圧
迫
し
て
は
な
り
ま
せ
ん

よ
。
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民

間
に
、
こ
れ
は
一
つ
の
暗
黙
の

ル
ー
ル
で
す
か
ら
、
今
後
の
事

業
運
営
の
中
で
十
分
に
酌
量
を

し
て
進
め
て
頂
き
た
い
そ
う
思

い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

空
き
店
舗
改
修
に
つ
い
て
は

使
え
る
の
で
あ
れ
ば
使
い
た
い

と
い
う
声
、
こ
う
い
う
も
の
に

つ
い
て
は
出
来
る
だ
け
平
等
に

使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
当
然
、

こ
う
い
っ
た
事
業
は
幅
広
く
、

希
望
す
る
方
に
適
用
で
き
る
よ

う
担
当
課
と
し
て
も
考
え
て
い

き
た
い
と
。

　

ま
た
、
民
間
圧
迫
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
声
に
つ
い

て
は
、
協
議
会
の
中
で
は
早
く

か
ら
出
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
だ
け
は
圧
迫
だ
け
は
し
て

は
い
け
な
い
。
両
者
納
得
の
い

く
よ
う
な
形
で
出
来
る
よ
う
に

協
議
会
の
ス
キ
ー
ム
は
残
し
ま

し
た
の
で
そ
の
中
で
き
ち
っ
と

対
応
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
ご
理
解
賜
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
　

矢
祭
町
に
耐
震
診
断
士
は

何
名
お
ら
れ
る
の
か
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

福
島
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断

士
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
耐
震
診

断
士
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
中
に
矢

祭
町
在
住
の
方
は
い
な
い
の
が

実
状
で
す
。

　
　

派
遣
業
務
に
な
る
わ
け
で

す
が
、
３
８
８
，０
０
０
円
の

予
算
を
計
上
し
て
い
る
中
で
、

何
件
く
ら
い
の
診
断
を
予
想
し

て
い
る
の
か
。

　
　

事
業
課
長　

　

予
算
に
つ
い
て
は
２
件
分
を

予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
基

本
的
に
は
、
診
断
派
遣
に
係
る

額
を
全
て
、
国
・
県
の
方
か
ら

の
補
助
金
で
見
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
派
遣
を
受
け
る

町
民
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
税

金
相
当
分
と
い
う
こ
と
で
６
，

０
０
０
円
く
ら
い
の
負
担
で
済

ま
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　

木
造
住
宅
改
修
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
耐
震
診
断
を
受
診

し
た
１
軒
の
建
物
に
対
し
何
割

の
補
助
に
な
る
の
か
。
予
算
が

不
足
し
た
場
合
は
次
年
度
に
な

る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長　

　

診
断
士
派
遣
事
業
を
活
用
し

た
方
の
み
が
対
象
と
い
う
よ
う

な
事
業
ス
キ
ー
ム
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
改
修
工
事
の
種
類
に

応
じ
て
２
分
の
１
以
内
か
つ
、

35
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
以
内

と
い
う
よ
う
な
基
準
が
設
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
過
去
３
年
間

の
事
業
実
績
は
ゼ
ロ
で
す
。

　
　

河
川
の
敷
地
の
中
に
堆
積

土
砂
や
雑
草
、
葭
か
ら
の
除
去

が
必
要
、
集
中
豪
雨
や
ゲ
リ
ラ

豪
雨
、
そ
し
て
、
台
風
時
期
の

洪
水
に
よ
る
浸
水
被
害
を
少
な

く
す
る
た
め
に
も
町
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
特
に
人

家
で
あ
っ
た
り
、
農
地
の
集
積

し
た
と
こ
ろ
な
ど
、
影
響
が
大

き
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い

て
土
砂
の
撤
去
の
を
検
討
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
、
要
望
等

を
踏
ま
え
予
算
措
置
を
し
て
実

施
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
県
が
管
理
す
る
河

川
に
つ
い
て
は
、
県
の
方
へ
事

業
調
整
会
議
等
々
を
通
じ
て
要

望
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
県
と
し
て
も
現
況
を
考
慮

し
な
が
ら
優
先
度
を
付
け
て
予

算
措
置
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
す
べ
て
を
す
ぐ
に
対
応

す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
。

　
　

排
水
路
は
町
管
轄
で
や
れ

る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

町
道
・
農
道
・
林
道
の
排
水

路
等
々
で
す
が
、
林
道
・
農
道

の
よ
う
な
受
益
者
が
あ
る
程
度

限
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
、
組
合
等
々
の
協
力
は
得

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
実
状
か

と
思
い
ま
す
。
町
道
等
の
生
活

道
路
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
町

が
主
体
に
な
っ
て
管
理
し
て
い

る
と
い
う
よ
う
な
実
状
か
と
思

い
ま
す
。

　
　

国
道
に
あ
っ
た
の
排
水
に

抜
け
る
穴
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
そ
の
原
因
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

国
道
の
管
理
で
す
の
で
、
県

と
協
議
し
確
認
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

地
震
災
害
、
河
川
の
氾
濫

に
よ
る
浸
水
水
害
、
集
中
・
ゲ

リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
と

３
つ
の
災
害
が
起
こ
り
得
る
と

思
い
ま
す
。
段
階
的
な
避
難
場

所
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
案
内
板
も
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町

の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

避
難
所
・
避
難
場
所
を
17
ヵ

所
設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、
ど

こ
の
建
物
に
も
避
難
所
と
い
う

案
内
看
板
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国

県
道
へ
の
避
難
所
の
誘
導
看
板

等
に
つ
い
て
は
、
道
路
占
用
許

可
等
の
関
係
が
あ
る
た
め
、
今

後
検
討
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
・
矢
祭

小
学
校
の
避
難
所
の
案
内
板
に

つ
い
て
で
す
が
、
関
係
各
課
と

協
議
し
附
随
看
板
と
し
て
設
置

を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

水
害
時
に
２
階
以
上
ま
で

の
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
場
所
は

本
町
に
あ
り
ま
す
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

配
布
し
ま
し
た
防
災
の
全
体

マ
ッ
プ
の
中
に
氾
濫
箇
所
を
提

示
し
て
お
り
ま
す
。
石
井
地
区

と
東
舘
地
区
が
氾
濫
箇
所
と
し

て
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

犯
罪
が
発
生
し
に
く
い
安

全
で
安
心
な
街
並
み
、
認
知
症

の
方
や
子
ど
も
達
の
安
全
確
保

の
た
め
に
も
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

子
ど
も
達
の
安
全
の
た
め
に

と
い
う
こ
と
で
、
矢
祭
小
学
校

に
は
設
置
を
す
る
こ
と
が
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
認
知
症
の

方
々
の
対
策
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
と
、
道
路
へ
の
設
置
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
は
監
視
的
な
意
味
合
い
が

あ
り
ま
す
の
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
問
題
等
が
あ
り
、
か
な

り
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。　

　
　

防
犯
カ
メ
ラ
の
リ
ー
ス
の

利
用
や
民
間
に
も
協
力
を
頂
き

設
置
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
が
。

そ
こ
ら
辺
の
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

　
　

町
長

　

認
知
症
の
方
々
に
つ
い
て

は
、
ユ
ー
ア
イ
ホ
ー
ム
の
施
設

の
中
に
認
知
症
対
応
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
開
設
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
道
路
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
は
監
視
社
会
に
な

る
の
か
な
と
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
問
題
も
あ
り
ま
す
し
非
常
に

難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

公
共
施
設
へ
の
設
置
に
つ

い
て
考
え
て
頂
き
た
い
の
で
す

が
。

　
　

町
長

　

国
道
上
に
は
国
交
省
が
設
置

し
て
お
り
ま
す
Ｎ
シ
ス
テ
ム
と

い
う
も
の
が
か
な
り
ご
ざ
い
ま

す
。
県
建
設
事
務
所
等
が
道
路

際
へ
の
不
法
投
棄
防
止
の
た
め

に
監
視
カ
メ
ラ
を
付
け
て
お
る

場
面
も
あ
り
ま
す
が
、
社
会
的

に
も
す
べ
て
の
監
視
を
す
る
と

い
う
の
は
如
何
か
な
と
い
う
気

が
し
て
お
り
ま
す
の
で
将
来
的

な
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

質
問　

買
物
支
援
事
業
に
つ

い
て

建
設
・
防
災
・
防
犯
行
政鈴木　一議員

質
問　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者

派
遣
事
業
に
つ
い
て

答

答答

答答答

答

答

答 答

問

問

問

問

問

問

問問問

問

問

問

質
問　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て

質
問　

河
川
や
排
水
路
の
整

備
に
つ
い
て

問

質
問　

避
難
所
と
案
内
看
板

に
つ
い
て

問問問

問答 答

答 答

答 答

答

答

問
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★ 

５
月

６
日　

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会
懇

　
　
　

親
会

９
日　

体
育
協
会
長
杯
ソ
フ
ト

　
　
　

ボ
ー
ル
大
会
（
町
営
グ

　
　
　

ラ
ン
ド
）

14
日　

生
涯
学
習
合
同
開
級
式

　
　
　

（
矢
祭
小
体
育
館
）

16
日　

八
溝
山
天
然
林
保
存
会

　
　
　

総
会

20
日　

例
月
出
納
検
査

　
　
　

第
56
回
矢
祭
町
商
工
会

　
　
　

通
常
総
代
会
（
商
工
会
）

　
　
　

第
２
回
白
河
広
域
市
町

　
　
　

村
圏
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　

（
白
河
市
・
ク
リ
ー
ン

　
　
　

セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

　
　
　

東
白
衛
生
組
合
第
２
回

　
　
　

組
合
議
会

22
日　

泉
崎
村
役
場
庁
舎
新
庁

　
　
　

舎
落
成
記
念
式
典
・
祝

　
　
　

賀
会
（
泉
崎
村
）

25
〜
26
日　

東
白
衛
生
組
合
議

　
　
　

会
先
進
地
視
察
研
修

　
　
　

（
新
潟
県
）

28
日　

矢
祭
小
学
校
運
動
会

　
　
　

新
校
舎
・
新
体
育
館
内

　
　
　

覧
会

30
〜
31
日　

全
国
町
村
議
会
議

　
　
　

長
・
副
議
長
研
修
会

　
　
　

（
東
京
都
）

★ 

６
月

１
日　

松
く
い
虫
防
除
推
進
協

　
　
　

議
会

５
日　

 

「
鮎
解
禁
セ
レ
モ
ニ
ー
」

　
　
　

第
31
回
矢
祭
町
民
親
善

　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会

６
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
定
期
総
会
（
福
島
市
）

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

11
日　

矢
祭
町
青
少
年
健
全
育

　
　
　

成
町
民
会
議
三
関
地
区

　
　
　

協
議
会
総
会

12
日　

第
69
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

大
会
矢
祭
町
大
会
（
体

　
　
　

育
セ
ン
タ
ー
）

13
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

13
日
〜
17
日　

第
６
回
定
例
会

18
日　

矢
祭
ふ
る
さ
と
会
総
会

　
　
　

（
東
京
都
）

19
日　

福
島
県
消
防
協
会
東
白

　
　
　

川
支
部
幹
部
大
会
（
棚

　
　
　

倉
町
）

20
日　

例
月
出
納
検
査

24
日　

全
員
協
議
会

30
日　

矢
祭
町
青
少
年
育
成
町

　
　
　

民
会
議
総
会
（
ユ
ー
パ

　
　
　

ル
矢
祭
）

★ 

７
月

１
日　

東
白
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

　
　
　

ー
一
般
廃
棄
物
最
終
処

　
　
　

分
場(

第
２
期)

建
設

　
　
　

工
事
起
工
式

２
日　

矢
祭
町
防
犯
協
会
東
舘

　
　
　

支
部
総
会
（
中
央
公
民

　
　
　

館
）

８
日　

国
道
１
１
８
号
（
矢
祭

　
　
　

〜
須
賀
川
間
）
整
備
促

　
　
　

進
期
成
同
盟
会
総
会

　
　
　

（
石
川
町
）

16
日　

消
防
操
法
第
３
回
審
査

　
　
　

会
及
び
激
励
会(

町
営

　
　
　

運
動
場
・
ユ
ー
パ
ル
矢

　
　
　

祭)

19
日　

東
白
川
地
方
監
査
委
員

　
　
　

協
議
会
総
会(

鮫
川
村)

20
日　

町
村
長
・
正
副
議
長
・

　
　
　

事
務
局
長
に
よ
る
懇
談

　
　
　

会
（
鮫
川
村
）

21
日　

例
月
出
納
検
査

23
日　

第
42
回
矢
祭
町
高
齢
者

　
　
　

ク
ラ
ブ
連
合
会
大
会(

　
　
　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

25
日　

町
内
視
察
研
修

　
　
　

交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　
　
　

ル
大
会(

関
岡
ゲ
ー
ト

　
　
　

ボ
ー
ル
場)

26
日　

「
矢
祭
子
ど
も
司
書
」　

　
　
　

講
座
開
講
式
（
中
央
公

　
　
　

民
館
）

31
日　

第
40
回
消
防
操
法
東
白

　
　
　

川
支
部
大
会(

塙
小
学

　
　
　

校
校
庭)

議
会
の
動
き

　
　

今
後
、
造
成
予
定
で
あ
る

外
構
工
事
駐
車
場
に
つ
い
て
で

す
が
、
ど
う
い
っ
た
時
点
で
42

台
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

今
後
、
増
や
す
こ
と
が
出
来
る

の
か
出
来
な
い
の
か
、
伺
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

隣
接
住
民
の
方
々
と
お
話
し

合
い
を
し
た
結
果
、
ど
う
し
て

も
高
さ
の
関
係
で
平
坦
な
と
こ

ろ
を
作
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ

た
と
い
う
背
景
も
あ
り
、
最
終

的
に
は
43
台
の
計
画
に
な
っ
た

と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
　

あ
さ
ひ
の
道
を
上
が
っ

て
、
ツ
ツ
ジ
の
舞
台
、
階
段
で

手
す
り
が
な
い
。
防
災
拠
点
に

も
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
高
齢

者
の
方
も
上
が
っ
た
り
す
る
階

段
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、今
後
、

設
置
で
き
る
の
か
ど
う
か
を
伺

い
た
い
。

　
　

教
育
課
長

　

高
齢
者
の
方
の
上
り
下
り
の

点
と
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と

い
う
事
も
あ
り
ま
す
観
点
か

ら
、
手
す
り
を
設
置
す
る
方
向

で
検
討
を
し
て
お
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
　

外
構
の
ト
イ
レ
に
つ
い

て
、
多
目
的
ト
イ
レ
は
考
え
て

は
い
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
。

　
　

教
育
課
長

　

屋
外
の
ト
イ
レ
で
す
の
で
、

多
目
的
ト
イ
レ
ま
で
の
考
え
は

及
ん
で
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

こ
れ
か
ら
つ
く
る
施
設
と

い
う
も
の
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

と
い
わ
れ
て
い
る
昨
今
、
多
目

的
ト
イ
レ
は
、
必
要
な
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
今
後
考
え

ら
れ
ま
す
か
。

　
　

教
育
課
長

　

校
舎
内
に
つ
い
て
は
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
辺
も
ト
ー
タ
ル

で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

今
年
１
年
か
け
て
じ
っ
く
り

検
討
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　

そ
の
中
で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
対
応
の
ト
イ
レ
と
い
う
も
の

が
必
要
な
時
代
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
施
設
を
改
修
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
し
っ
か
り
お
願
い

し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　

町
長

　

昨
年
、
高
齢
者
の
方
が
２
階

へ
上
が
る
の
が
大
変
だ
と
い
う

こ
と
で
要
望
が
出
て
き
た
問
題

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
１
階
の

調
理
場
、
こ
れ
を
改
修
し
て
会

議
室
又
は
多
目
的
ホ
ー
ル
、
そ

う
し
た
も
の
に
改
修
し
よ
う
と

い
う
お
話
を
進
め
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
意

見
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
検
討
を
重
ね
て

参
り
ま
し
て
、
改
築
を
含
め
た

検
討
も
必
要
な
の
か
な
と
そ
う

い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、
今

の
と
こ
ろ
は
調
理
場
の
改
修
だ

け
で
い
い
の
で
は
な
い
か
そ
う

い
う
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

多
く
の
雨
が
降
る
と
排
水

が
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
時
間
に
し
て
１
ミ
リ
ぐ
ら

い
の
雨
で
も
結
構
水
が
溜
ま
っ

て
お
り
、
し
っ
か
り
直
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　

教
育
課
長

　

ア
プ
ロ
ー
チ
に
沿
い
排
水
路

を
設
置
し
確
実
に
流
れ
る
よ
う

な
方
策
を
と
っ
て
ま
い
り
た
い

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　

廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
の

利
用
に
つ
い
て
。
ま
た
、
備
品

等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

昨
年
度
、
各
区
か
ら
の
意
見

を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
す
が
、
特
に
こ
れ
と
い
う
利

用
に
つ
い
て
は
把
握
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

進
捗
状
況
、
今
後
の
計
画

に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
、
商
工
会
を
通
じ
ま
し

て
商
店
の
説
明
を
終
わ
り
、
今

後
一
般
の
業
者
に
も
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
８
月
に
は
何
と
か
事
業
開

始
と
い
う
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
進
め
た
い
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

福
祉
の
問
題
、
ふ
れ
あ
い

拠
点
事
業
は
拠
点
な
ん
で
す

ね
。
町
民
の
集
え
る
居
場
所
と

し
て
の
機
能
も
附
随
さ
せ
て
は

ど
う
か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
施
策

を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

事
業
課
長

　

今
回
拠
点
を
設
置
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
広
い

人
に
自
由
に
入
っ
て
も
ら
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
い

う
空
間
を
設
け
る
こ
と
を
重
視

し
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
広
く
開
放
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
拠
点
に
集
ま
っ

て
い
る
も
の
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
注
文
な

ど
に
つ
な
げ
て
い
け
ば
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

請願、陳情はその取扱いを議会運営
委員会で協議します。９月定例会に
請願、陳情をされる方は平成 28 年
9月 2日までに提出願います。

請願・陳情について

　

議
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
７

月
25
日(

月)　

午
前
９
時
か
ら

町
内
の
旧
小
学
校
や
Ｓ
Ｍ
Ｃ
第
２

工
場
な
ど
を
議
員
全
員
で
視
察
を

し
ま
し
た
。

町
内
視
察
研
修

町内視察箇所一覧
○平成２８年７月２５日（月）　９:００AM～

事　業　等　の　名　称 担　当　課　等 事　業　等　の　名　称 担　当　課　等
こども園（アプローチ） 教育課（学校教育 G） ＳＭＣ株式会社第２工場
石井小学校 教育課（学校教育 G） 下関小学校 教育課（学校教育 G）
ふれあい拠点事業 (石田地内 店舗） 町民福祉課（福祉Ｇ） 内川小学校 教育課（学校教育 G）
矢祭小学校 教育課（学校教育 G） 関岡小学校 教育課（学校教育 G）
開発センター駐車場 自立総務課（企画財政 G）

▶
視
察
風
景

　
（
Ｓ
Ｍ
Ｃ
㈱
新
工
場
現
場
前
）

教
育
・
一
般
・
福
祉
行
政郡司浩子議員

質
問　

矢
祭
小
学
校
施
設
に

つ
い
て

質
問　

中
央
公
民
館
改
修
工

事
に
つ
い
て

質
問　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
、

ア
プ
ロ
ー
チ
通
路
の
冠
水
問

題
に
つ
い
て

質
問　

廃
校
に
な
っ
た
小
学
校

の
利
用
、
備
品
等
に
つ
い
て

質
問　

買
い
物
支
援
ふ
れ
あ
い

拠
点
事
業
に
つ
い
て

答問

答 問答 問

答

答

問

答問

答

答答

問

問

問

問

問 答



　今月号では、山について特集しました。
３人の方に取材をさせていただきましたが、
山について知らないことがたくさんあった
なと感じました。私たちの生活に欠かすこ
とができない山という存在をもっと大切に
していかなければならないなと感じました。
また、ポンプ操法の取材では、長期に渡る
練習をやり遂げ大会に臨んだ選手の皆さん
の操法に感動しました。惜しくも優勝とは
いきませんでしたが、他町村に引けを取ら
ない素晴らしい操法でした。選手の皆さん、
サポートをしてきた団員の皆さん本当にお
疲れ様でした。　　　　　　　　　　　（海）

　

平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
、

30
歳
未
満
を
対
象
と
し
た
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
の
対
象
年
齢

が
拡
大
さ
れ
、
50
歳
未
満
を
対

象
と
し
た
納
付
猶
予
制
度
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
28
年

６
月
以
前
の
期
間
は
、
引
き
続

き
30
歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間
が

納
付
猶
予
制
度
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
所
得
が
少
な
い

な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
納
付
猶
予
制
度
の
他

に
も
免
除
制
度
等
も
あ
り
ま
す

の
で
、
市
区
役
所
・
町
村
役
場

の
国
民
年
金
窓
口
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構

　

白
河
年
金
事
務
所
☎
０
２
４

　

８
‐
２
７
‐
４
１
６
１

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
９
日
（
火
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

　

平
成
29
年
度
に
矢
祭
小
・
中

学
校
で
使
用
さ
れ
る
教
科
書
の

採
択
内
容
に
つ
い
て
、
左
記
場

所
に
お
い
て
公
開
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所　

中
央
公
民
館

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
教
育
委

　

員
会
☎
４
６
‐
４
５
８
０

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。
８
月
10
日
付

け
で
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書

に
よ
り
納
期
限
ま
で
に
金
融
機

関
か
ら
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

は
、
納
期
限
ま
で
に
預
金
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て

い
な
い
方
に
は
、
納
税
通
知
書

に
口
座
振
替
依
頼
書
を
同
封
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
依
頼
書
を
金
融
機
関
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
今
回

口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
る
方

は
第
２
期
分
か
ら
の
振
替
と
な

り
ま
す
）

納
期
限　

第
１
期
▼
８
月
31
日

　
（
水
）
／
第
２
期
▼
11
月
30

　

日
（
水
）

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
地

　

方
振
興
局
県
税
部
課
税
課
課

　

税
第
一
チ
ー
ム
☎
０
２
４
８

　

‐
２
３
‐
１
５
１
７

　

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
で
は
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に
挑
戦

で
き
る
「
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
」
を

通
じ
て
、
心
身
の
健
全
な
育
成

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
第

１
回
レ
デ
ィ
ー
ス
&
キ
ッ
ズ
ア

ク
ア
ス
ロ
ン
ｉ
ｎ
や
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ス
イ

ン
ピ
ア
矢
祭
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

開
催
日　

９
月
11
日
（
日
）

開
催
場
所　

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭

開
催
種
目　

①
小
学
１
〜
３
年

　

生
の
部
（
男
・
女
）
②
小
学

　

４
〜
６
年
生
の
部
（
男
・
女
）

　

③
中
学
生
の
部
（
男
・
女
）

　

④
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

参
加
資
格　

①
開
催
種
目
を
完

　

走
で
き
る
体
力
を
有
す
る
健

　

康
な
人
②
誓
約
書
に
署
名
・

　

捺
印
し
て
参
加
照
明
を
受
け

　

た
者
③
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
に

　

参
加
の
方
は
Ｊ
Ｔ
Ｕ
登
録
者

　

で
あ
る
こ
と

参
加
費　

小
学
生
・
中
学
生
▼

　

１
０
０
０
円
／
レ
デ
ィ
ー
ス

　

▼
３
５
０
０
円

申
込
方
法　

規
定
の
参
加
申
込

　

書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

　

大
会
事
務
局
ま
で
送
付
し
て

　

く
だ
さ
い
。
併
せ
て
参
加
費

　

用
の
振
込
等
に
つ
い
て
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
会
事
務
局　

〒
９
６
３
‐
８

　

０
１
２　

郡
山
市
咲
田
１
丁

　

目
15
‐
５
プ
ロ
ヌ
ー
ブ
Ｔ
Ｙ

　

１
０
２
号　

長
山
真
理

申
込
締
切　

８
月
10
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ　

ス
イ
ン
ピ
ア
矢

　

祭
☎
４
６
‐
２
９
４
２

　

陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
官

候
補
生
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

　

満
受
付
締
切　

９
月
８
日
（
木
）

試
験
日　
　

９
月
17
日
（
土
）

試
験
会
場　

白
河
市
産
業
プ
ラ

　

ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

　

方
協
力
本
部
白
河
地
域
事
務

　

所
☎
０
２
４
８
‐
２
４
‐
０

　

３
７
２

行事＆お知らせ

情報局情報局人　口 ６,０８９人（－   2）
男 ３,００２人（－   4）
女 ３,０８７人（＋   2）
世　帯 ２,０９３世帯（＋ 1）

　

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職
の
お
悩

み
を
お
持
ち
の
方
に
専
任
の
相

談
員
が
親
身
に
な
っ
て
対
応
し

ま
す
。
福
島
県
が
設
置
し
た
無

料
の
就
職
相
談
窓
口
で
す
の

で
、
県
内
就
職
希
望
者
は
誰
で

も
利
用
で
き
ま
す
。
予
約
制
で

の
面
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

　

７
時

開
館
日　

月
曜
日
〜
土
曜
日

休
館
日　

日
曜
、
祝
日
、
年
末

　

年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３

　

日
）

場
所　

白
河
事
務
所
（
白
河
市

　

郭
内
１
Ｎ
Ｔ
Ｔ
白
河
ビ
ル
１

　

階
）

問
い
合
わ
せ　

白
河
事
務
所
☎

　

０
２
４
８
‐
２
７
‐
０
０
４

　

１

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
お
ら

ず
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
等
で
お
困
り
の
方

は
、
法
務
局
や
町
の
戸
籍
担
当

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
に
困
っ
て
い
る

方
を
ご
存
じ
の
方
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ど
の
よ
う
な
手
段
を

採
る
こ
と
が
最
善
な
の
か
、
皆

様
の
事
情
を
お
伺
い
し
て
法
務

局
ま
た
は
お
住
ま
い
の
町
の
戸

籍
担
当
職
員
が
あ
な
た
と
一
緒

に
考
え
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
窓
口　

福
島
地
方
法
務
局

　

白
河
支
局
又
は
町
民
福
祉
課

　

町
民
グ
ル
ー
プ

時
間　

平
日
午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分

問
い
合
わ
せ　

福
島
地
方
法
務

　

局
白
河
支
局
☎
０
２
４
８
‐

　

２
２
‐
１
２
０
１
／
町
民
福

　

祉
課
町
民
グ
ル
ー
プ
☎
４
６

　

‐
４
５
７
４

人の動き
7月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
緑川　瑚

こ い ろ

彩 6/22 克幸 ・ 芹菜 中石井

菊池　望
み お り

織 7/2 博和 ・ 智美 戸　塚

中野　柚
ゆ な

奈 7/4 隼人 ・ 絵理 内　川

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
菊池　昭夫 78 敏昭 6 / 27 下石井
菊地　武明 85 京子 6 / 28 内　川
益子　武雄 71 よ子 7 / 3 東　舘
松本　伍郎 87 昌美 7 / 6 下石井
佐藤　りつ 87 鈴木義雄 7 / 7 下石井
角田　賢吉 85 一男 7 / 7 下石井
小松　貞男 75 昭子 7 / 11 関　岡
藤田　イネ 92 保男 7 / 14 東　舘
大塚　つぎ 81 善明 7 / 20 東　舘

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成２８年山火事予防標語
「誓います　森の安全　火の始末」

　熱中症は、夏の強い日射しの下で激しい運動や作業
をする時だけでなく、身体が暑さに慣れない梅雨明け
の時期や高温多湿の室内でもみられます。また、熱中
症患者の約半数は 65歳以上の高齢者です。高齢者は暑
さや水分不足に対する感覚機能が低下しており、暑さ
に対する体の調整機能も低下しているので注意が必要
です。こまめな水分補給や扇風機、エアコンを使用し
て室温調整等の対策をし、暑い夏を乗り切りましょう。

●町内火災・救急件数
（平成28年1月1日～7月15日）

火災件数　 １件
救急出動   １２８件

消防分署からのお願い

町県民税▶２期
国民健康保険税▶３期
介護保険料▶３期
後期高齢者医療保険料▶１期
納期限（口座振替日）▶８月３１日（水）

●今月の納税
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　７月号「ポンプ操法選手紹介」で紹介し
た加藤義宏（かとう　よしひろ）さんの名
前の漢字が「義浩」となっておりました。
ここに訂正しお詫び申し上げます。

●お詫びと訂正
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　中石井在住の菊池さんご家族のお宅を訪ねるとおばあちゃんの由江さ
んが出迎えてくれました。中へお邪魔するとお父さんの悟さん、お母さ
んの夏美さん、長男の結仁くんもそろって迎えてくれました。結仁くん
には「元気で健康な子に育ってほしいです。」とご両親は話します。また、
結仁という名前には「人との結びつきを大切にしてほしい」というご両
親の願いが込められているそうです。そんな結仁くんはネコが大好きだ
そうで、ネコとのエピソードを伺うと「家の障子をネコと一緒にビリビ
リ破いてしまうんですよ。」と教えてくれました。来月には１歳を迎え
る結仁くん。悟さんは「早く一緒に歩いて遊べるようになってほしいで
す。」と息子の成長を待ち望み、夏美さんは「これからも元気に結仁ら
しく育ってほしいです。」と暖かく見守ります。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院　舘山…舘山荘　スイ…スインピア矢祭8

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　菊池結
ゆいと

仁くん（11 か月）
お父さん　悟さん　　お母さん　夏美さん　　おばあちゃん　由江さん　　

【中石井在住】

発
行
/矢
祭
町
役
場
自
立
総
務
課

TEL0247
‐46

‐3131FAX0247
‐46

‐3155
H
.P.Add http://w

w
w
.tow

n.yam
atsuri.fukushim

a.jp/

住
所
/〒
963―5192 福

島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
大
字
東
舘
字
舘
本
66番

地
E-m
ail soum

u-g@
tow
n.yam

atsuri.fukushim
a.jp

印
刷
/塙
町
本
町
佐
藤
印
刷
所

8
August

2016
広
報

Public 
Relations
Yam

atsuri

住
ん
で
み
た
い
住
み
続
け
た
い
や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２8年 9月 30日まで
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２8年 9月 30日まで
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２8年 9月 30日まで
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日 月 火 水 木 金 土
7 8 9 10 11 12 13

●特定健康診査及び
　各種がん検診
●3か月児健康診査
　 塙（13：30～13：40）

●特定健康診査及び
　各種がん検診
●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●特定健康診査及び
　各種がん検診

●特定健康診査及び
　各種がん検診

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ

14 15 16 17 18 19 20
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）
●歯科クリニック　
　山開（13：00～13：15）

●特定健康診査及び
　各種がん検診

○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

21 22 23 24 25 26 27
●矢祭読書の日
●福島県民の日
●特定健康診査及び
　各種がん検診

●特定健康診査及び
　各種がん検診
●心の健康相談会
　    山開（10：00～16：00）

●特定健康診査及び
　各種がん検診
●運動教室
　山開（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）
●カンガルーくらぶ

●特定健康診査及び
　各種がん検診

●特定健康診査及び
　各種がん検診
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）
●町立小・中学校
　第２学期始業式

●特定健康診査及び
　各種がん検診
●やまつりこども園幼児教育部
　   第２学期始業式

○ふじた循環器科内科クリニック☎33-2013 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

28 29 30 31 9/1 2 3
●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●スインピア矢祭屋外
　 プール利用最終日

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●家族の相談会
　    山開（13：00～16：00）

○金澤医院☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

4 5 6 7 8 9 10
●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●乳がん検診
　山開（9：00～10：30、
　　　　13：00～14：00）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


